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桑（桑の実）
■かつて、甲斐市エリアも養蚕が盛ん
でした。多くの農家が米や麦づくりと
ともに、養蚕に関わり、「おかいこさん」
と言って大事にしました。現在、市内
で養蚕に取り組んでいる家は３戸ほど
だと■養蚕をやらなくなった今でも市
内にはまだたくさんの桑園が残ってい
ます。５月の下旬になると、この桑の
実が熟してきます。あの実の味、覚え
ていますか。この利用しなくなった桑
園を桑の実を摘んで食べてもらうこと
で生き返らせた商工会主催の「桑の実
摘み」。今年も５月27日から６月11日
までの２週間、大垈の桑園で開催され
ます。■懐かしい味覚、新しい味覚を
味わいに行ってみませんか。

表紙の写真は市内宇津谷の有泉茂樹さん宅のこ
いのぼり。風をたっぷり吸い込んで、泳いでい
ます。

（平成18年2月末現在）甲斐市の人口　74,256人（－39）

住民基本台帳人口72,932人（－44） 男性36,449人（－42） 女性36,483人（－2）
世帯数27,495世帯（＋4） 外国人登録人口1,324人（＋5） （ ）内は前月比
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昨
年
４
月
か
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
第
１
次
甲
斐
市
総
合
計
画
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建
設
計
画
」
を
踏
ま
え
、
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
指
針
を
定
め
た
も
の
で
、
本
市
の
魅
力
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
道
し
る
べ
で
す
。

本
総
合
計
画
は
、
甲
斐
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
、
今

後
10
年
間
（
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
）
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
で
あ
り
、
地
域
を
経
営
し
て
い
く
と
い
う

視
点
を
持
っ
て
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
（
新
し
い
役
割
分
担
）、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
、
行
政
評
価
や
行
財
政
改
革
を
連
動
さ
せ
、

実
効
性
の
高
い
推
進
体
制
を
図
り
ま
す
。

「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
と
し
て
、
６
つ

の
基
本
政
策
を
柱
に
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
（
基
本
政
策
）

１
都
市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

一
体
的
な
都
市
と
し
て
の
住
民
生
活
の
向
上
と

さ
ら
な
る
発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
や
道
路
網
、
公
共
交

通
網
な
ど
の
都
市
基
盤
の
充
実
や
都
市
機
能
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

２
心
豊
か
で
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
の
信
念
の
も
と
、

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
の

●
甲
斐
市
総
合
計
画
が
出
来
上
が
る



健
全
な
育
成
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
り
学
習
活
動
等
に

参
加
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
歴
史
と

伝
統
を
後
世
に
伝

え
、
充
実
し
た
地
域

文
化
の
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

３
健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
の
進
行
な
ど

の
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
、
き
め
細

か
な
福
祉
行
政
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
医
療
機
関
と

の
連
携
を
図
る
中
で

住
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
・
保

健
・
医
療
が
一
体
と
な
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

４
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種

産
業
の
振
興
を
通
し
活
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
新

た
な
地
域
産
業
を

興
し
、
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

５
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
計

画
的
で
秩
序
あ
る
土

地
利
用
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
地
震
な
ど

大
規
模
災
害
に
備

え
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
対
応
が
で
き
る

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

６
住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
、
行
政
と

市
民
が
一
丸
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
き
「
望
ま
し
い
将
来

像
の
実
現
を
先
導
す
る
横
断
的
な
事
務
・
事
業
の

ま
と
ま
り
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１

Ｊ
Ｒ
竜
王
駅
を
拠
点
と
す
る

周
辺
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
市
全
体
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
民
間

活
力
を
活
か
し
た
駅
周
辺

地
域
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

特
に
既
存
商
店
街
と
の
連

携
・
調
整
を
図
り
つ
つ
、

魅
力
あ
る
個
店
の
配
置
や

集
合
店
舗
化
等
を
促
進
し

ま
す
。
駅
前
通
り
を
本
市

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
街
並

み
と
し
て
位
置
づ
け
、
修

景
や
美
化
を
促
進
し
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

食
と
文
化
に
よ
る
生
涯
学
習
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

食
事
や
食
生
活
を
通
じ
て
心
身
や
人
間
性
を
育

て
る
「
食
育
」
を
進
め
る
た
め
、
家
庭
と
地
域
、

戦
略
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
通
常
の
事
務
・
事
業
や
施
策
の
垣
根

を
越
え
た
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

組
み
立
て
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
事

業
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
効
果

的
で
す
。
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教
育
現
場
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

特
に
、
地
域
の
食
文
化
へ
の
理
解
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
食
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
体
制

を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍

す
る
市
民
や
経
験
豊
富
な
団
塊
世
代
等
の
協
力
に

よ
る
、
心
豊
か
な
人
間
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
際
社
会
に
適
合
で
き
る
感
性
豊
か
な

市
民
を
育
て
る
た
め
、
在
住
外
国
人
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
外
国
文
化
に
関
す
る
学
習
機
会
の

充
実
と
国
際
交
流
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３

小
地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
サ
ロ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
感

じ
な
が
ら
必
要
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
集
会
施
設
等
を
活
用
し
た
世
代
間
交

流
を
進
め
ま
す
。
高
齢
者
を
単
に
身
の
回
り
の
世

話
な
ど
を
受
け
る
だ
け
の
存
在
と
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
た
り
昔
の

遊
び
を
教
え
た
り
す
る
な
ど
、
互
助
の
精
神
に
基

づ
き
一
定
の
負
担
や
貢
献
も
行
う
存
在
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
支
え
る
専
門
人
材
の
派
遣
や
運
営
補
助
者
の

育
成
・
確
保
を
進
め
、
日
常
的
な
取
り
組
み
と
し

て
定
着
を
図
り
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４

農
を
起
点
と
す
る

新
た
な
地
域
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

潜
在
能
力
の
高
い
地
域
産
業
で
あ
る
農
業
を
中

心
と
し
て
、
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
産

業
間
連
携
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
都
市
住

民
と
の
交
流
の
推

進
や
商
工
業
と
の

連
携
に
よ
る
農
業

の
多
面
的
価
値
を

引
き
出
す
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
業
法

人
等
の
担
い
手
を

育
成
す
る
中
で
農

地
の
集
積
を
進
め
、
農
業
経
営
の
近
代
化
を
促
進

し
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
５

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
際
し
、
全
国
か
ら

集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
善
意
が
有
効
に
活
か
さ

れ
る
よ
う
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
諸
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
調
整
す
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ば
や
く
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
地
域
自
治
組
織
単
位
で
の
避
難
地
図

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。
情
報
提
供
体
制
や
物
資

の
確
保
な
ど
に
不
安
が
な
い
よ
う
、
準
備
や
態
勢

を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
被
災
時
に
他
の
自
治
体
や

民
間
企
業
な
ど
の
協
力
が
迅
速
に
得
ら
れ
る
よ

う
、
救
援
・
復
興
活
動
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を

進
め
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
６

市
民
の
声
を
活
か
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
治
の
基
本
原
則
や
、
行
政
の
基
本
ル
ー
ル
な

ど
を
定
め
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
を
促
進
し
ま

す
。
特
に
、
政
策
形
成
や
行
政
評
価
な
ど
、
こ
れ

ま
で
市
民
に
あ
ま
り
公
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分

野
に
お
け
る
市
民
の
参
画
機
会
を
増
加
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
政
情
報
の
提
供
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
、
意
欲
あ
る
市
民
か
ら
な
る
組
織
を
協
働
の

先
導
役
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
７

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

甲
斐
市
だ
け
に
存
在
す
る
「
も
の
」「
文
化
」

「
風
習
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
か
し
、
そ

の
価
値
を
磨
き
上
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
地
域
と
の
独
自
性
を
図
り
、

市
場
に
お
け
る
情
報
発
信
力
や
競
争
力
の
面
で
優

位
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
全
市
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
策
定
さ
れ
た
総
合
計
画
書
は
、
各
世
帯

に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

市
民
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
の
も
と
新
た
な
発
展

を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２
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平
成
18
年
度
当
初
予
算
が
、市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

先
月
号
で
藤
巻
市
長
の
予
算
概
要
説
明
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、今
月
号
で
は
、

主
な
施
策
と
そ
の
予
算
額
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
計
別
の
予
算
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は
、２
１
４
億
５
、９
０
０
万
円
、特
別
会
計
を
合
計
し
た
予
算
総
額

は
、
３
７
１
億
８
、６
８
２
万
円
で
す
。

●
歳
入

市
税
は
、
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税

の
増
を
見
込
み
、
前
年
度
比
３
・
５
％
増

で
７
６
億
３
、
５
０
６
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
市
税
に
続
い
て
収
入
に
占
め

る
割
合
の
大
き
い
地
方
交
付
税
は
、
国
が

平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
総
額
抑

制
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
比
２
・
１
％

減
と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
更
に
地
方
交

付
税
の
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
国
の
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
歳
入

構
成
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
な
ど
も
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
財
源
確
保
に
十
分
留
意

し
て
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

●
歳
出

甲
斐
市
の
新
市
建
設
計
画
の
基
本
理
念

を
引
き
継
ぎ
、
総
合
計
画
で
定
め
る
将
来

像
で
あ
り
ま
す
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生

活
快
適
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
都

市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
心

豊
か
で
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

「
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
住

み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

の
６
つ
の
方
針
に
従
い
、
各
施
策
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
２
１
４
億
５
、
９
０
０
万
円

各
会
計
の
予
算
総
額
は
３
７
１
億
８
、
６
８
２
万
円

「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」

の
実
現
に
向
け
て

平成18年度　当初予算会計別予算額

会　 計　 名 18年度当初予算額 17年度当初予算額 比　　較

一 般 会 計 21,459,000 22,846,238 △1,387,238

国民健康保険特別会計 5,510,707 5,388,203 122,504

老人保健特別会計 4,534,404 4,182,785 351,619

介護保険特別会計 2,416,600 1,942,770 473,830

介護サービス特別会計 39,306 39,306

住宅新築資金等貸付事業特別会計 12,883 15,198 △2,315

簡易水道事業特別会計 101,391 127,959 △26,568

地域し尿処理施設特別会計 21,571 22,725 △1,154

農業集落排水事業特別会計 11,186 11,174 12

宅地開発事業特別会計 129,887 129,887 0

下水道事業特別会計 2,949,885 2,630,317 319,568

総　　合　　計 37,186,820 37,297,256 △110,436

※介護サービス特別会計は平成18年度からの設置です。

（単位：千円）
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（単位：千円、％）

款 H18 当初予算額 構成比

議会費 199,153 0.9

総務費 2,296,020 10.7

民生費 5,296,675 24.7

衛生費 2,022,998 9.4

労働費 48,706 0.2

農林水産業費 891,045 4.2

商工費 251,441 1.2

土木費 3,461,171 16.1

消防費 900,047 4.2

教育費 3,138,062 14.6

災害復旧費 2,500 0.0

公債費 2,777,385 13.0

諸支出金 133,797 0.6

予備費 40,000 0.2

計 21,459,000 100.0

地方譲与税 767,600 3.6

利子割交付金 25,000 0.1

配当割交付金 8,000 0.0

株式等譲渡所得割交付金 38,000 0.2

地方消費税交付金 679,000 3.2

ゴルフ場利用税交付金 30,000 0.1

自動車取得税交付金 127,400 0.6

地方特例交付金 240,000 1.1

地方交付税 3,650,000 17.0

交通安全対策特別交付金 19,000 0.1

分担金及び負担金 424,077 2.0

使用料及び手数料 278,612 1.3

国庫支出金 1,883,703 8.8

県支出金 1,151,861 5.4

財産収入 12,556 0.0

寄附金 1 0.0

繰入金 1,011,124 4.7

繰越金 400,000 1.9

諸収入 538,606 2.5

市債 2,539,400 11.8

計 21,459,000 100.0

市税 7,635,060 35.6

款 H18 当初予算額 構成比

（単位：千円、％）

予備費　0.2％ 

諸支出金　0.6 ％ 

公債費　13.0％ 

教育費　14.6％ 

消防費　4.2％ 

土木費　16.1％ 

商工費　1.2％ 
農林水産業費　4.2％ 
労働費　0.2％ 

衛生費　9.4％ 

民生費　24.7％ 

総務費　10.7％ 

議会費　0.9％ 

市債　11.8％ 

諸収入　2.5％ 
繰越金　1.9％ 

繰入金　4.7％ 

県支出金　5.4％ 

国庫支出金　8.8％ 

使用料及び手数料　1.3％ 
分担金及び負担金　2.0％　　　　　　　　　　　　　　　　 

交通安全対策特別交付金 
　0.1％　　　　　　 

地方交付税　17.0％ 

地方特例交付金　1.1％ 
自動車取得税交付金　0.6％ 

ゴルフ場利用税交付金　0.1％ 

地方消費税交付金　3.2％ 

株式等譲渡所得割交付金 
0.2％ 

利子割交付金　0.1％ 
地方譲与税　3.6％ 

市税　35.6％ 

一般会計当初予算（歳入）

一般会計当初予算（歳出）



○保健医療施策の充実
休日夜間急患体制事業 3,198万円

予防接種事業 8,431万円
母子保健事業 3,248万円
健康推進事業 １億7,599万円
肝がん検診事業 2,183万円
人間ドック事業 6,830万円
老人医療費助成事業 4,657万円
国民健康保険特別会計繰出金　

４億4,318万円
老人保健特別会計繰出金 ３億7,439万円
乳幼児医療費助成事業 １億33万円

○福祉施策の充実
甲斐市社会福祉協議会への委託・補助

5,839万円
老人保護措置事業 4,921万円
在宅福祉事業 1,548万円
敬老祝金給付事業 4,590万円
介護保険特別会計繰出金 ３億7,207万円
介護サービス特別会計繰出金 1,499万円
生活保護扶助費 ４億6,543万円
次世代育成支援対策事業 284万円
児童手当 ５億510万円

児童扶養手当 ２億4,075万円
市内保育所（私立）事業 ４億2,000万円
広域保育事業 １億9,800万円
特別保育事業 3,684万円
保育園大規模改修事業 2,100万円

○障害者福祉の充実
身体障害者保護事業 １億6,269万円
知的障害者施設訓練費等支援事業

２億3,211万円
身体障害者（児）保護事業 3,629万円
特別障害者手当等給付費 2,225万円
障害者手当事業 7,715万円
在宅福祉事業 4,418万円
在宅心身障害者（児）福祉事業 2,800万円
身体障害者医療費助成事業 １億6,033万円

■ 健やかで心ふれあうまちづくり

8

○農林業の振興
自立経営体確保、育成促進事業 425万円
地産、地消事業 1,140万円
中山間地域等直接支払事業 1,417万円
竜王土地改良区補助金 1,616万円

土地改良事業 １億2,267万円
団体営土地改良事業 7,216万円
県営土地改良事業 １億5,153万円
クラインガルテン滞在型休憩施設建設工事

２億6,123万円
クラインガルテン施設管理運営事業

1,413万円
寺平千田林道舗装工事 2,310万円
安寺沢林道など舗装改良 1,325万円

○観光資源の整備
信玄堤トイレ設置工事 1,100万円
観光イベント事業 2,480万円
温泉施設維持管理事業 １億1,719万円

■ 活気にあふれるまちづくり



■ 心豊かで文化のかおるまちづくり

9

○新市の拠点となる地域整備事業
竜王駅周辺整備事業 11億8,190万円

○道路網の整備
道路維持改良事業 4,900万円
道路舗装事業 7,000万円
道路新設改良事業 ２億1,923万円
幹線道路整備事業 １億5,195万円

○河川改修事業
河川維持事業 3,000万円
河川改修事業 １億円

○公共交通機関等の整備
コミュニティバス試行運行事業 2,312万円
バス路線維持対策事業 1,410万円

甲斐市１８年度予算　主な事業（重点項目別）

○学校教育の充実
小学校扇風機設置工事 947万円
竜王小学校校舎耐震補強および大規模改修工事

１億8,366万円
中学校扇風機設置工事 715万円
敷島中学校体育館改築工事 ３億4,935万円
外国人講師招致事業 3,651万円

○生涯学習・スポーツ活動の推進
図書館資料購入事業 5,322万円
夏期巡回ラジオ体操開催事業 133万円
双葉B＆G海洋センター改修事業

１億3,230万円
玉幡公園総合屋内プール運営事業

5,727万円

○文化・芸術の振興
双葉ふれあい文化館自主企画事業

1,331万円
双葉ふれあい文化館駐車場整備事業

4,867万円
文化財保護事業 396万円
文化財調査事業 1,464万円

○男女共同参画事業の推進
男女共同参画推進事業 186万円

○国際交流の推進
アイオワ州キオカック友好派遣、
タラマラハイスクール語学留学生派遣など

825万円

■ 都市機能の充実したまちづくり



○緑化の推進
都市公園・市立公園維持管理事業 5,811万円
玉幡公園運営事業 2,462万円
緑化推進事業 1,871万円

○上・下水道の整備　　
下水道事業特別会計繰出金 10億8,380万円
簡易水道特別会計繰出金 8,217万円

○環境衛生の向上
やすらぎ聖苑維持管理事業 3,543万円
ごみ収集運搬事業 １億9,902万円
資源リサイクル推進事業 5,519万円
中巨摩地区広域事務組合
峡北広域行政事務組合へのごみ処理・
し尿処理負担金 ７億4,085万円
地域し尿処理施設特別会計繰出金 469万円

○消防・防災の充実
甲府地区行政事務組合
峡北広域行政事務組合への消防事業負担金　　

６億9,705万円
消防団装備費 798万円
小型ポンプ付消防軽自動車購入 426万円
市民防災パンフレット等印刷 598万円
防災行政無線保守管理・調査設計委託、
自主防災組織補助金など 2,422万円
双葉西小学校飲料水兼用耐震性
貯水槽設置工事 5,250万円

○交通安全の推進　　　
専門交通指導員設置、交通安全施設整備費、
乳幼児チャイルドシート貸出経費 2,224万円

○防犯体制等の充実
防犯パトロール車運行、防犯灯設置工事、
防犯灯維持管理費補助金など 2,453万円

■ 安全で快適に暮らせるまちづくり
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■ 住みよさをみんなで築くまちづくり
○身近な自治の振興
行政連絡調整委員設置、行政連絡調整費交
付金など 4,971万円
地域集会施設設置、改修事業 150万円
地域審議会費 35万円

○行財政の効率化
行政改革推進事業 49万円



４
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
16
日
に

執
行
さ
れ
た
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

当
日
有
権
者
数
　

５
６
、
０
２
８
人
　

投
票
総
数
　
　
　

３
５
、
３
８
０
票

投
票
率
　
　
　
　
　

６
３
・
１
５
％

有
効
得
票
数
合
計

３
５
、
０
１
６
・
９
９
８
票

切
捨
端
数
　
　
　
　
　
　

０
・
０
０
２
票

無
効
得
票
数
　
　
　

３
６
３
・
０
０
０
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　

０
・
０
０
０
票

11

助
役
に
五
十
嵐
康
之
や
す
ゆ
き

氏
が
就
任

３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
議
会
に
お
い
て
同
意
が
得
ら
れ
、
４
月
１
日

付
け
で
市
助
役
に
五
十
嵐
康
之
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

五
十
嵐
助
役
は
、
昭
和
61
年
建
設
省
（
現
国

土
交
通
省
）
に
入
省
し
、
国
土
交
通
省
都

市
地
域
整
備
局
公
園
緑
地
課
長
補
佐
、

福
井
県
都
市
計
画
課
長
等
の
勤
務
を
経

て
、
３
月
ま
で
九
州
地
方
整
備
局
国
営

海
の
中
道
海
浜
公
園
事
務
所
長
を
務
め
ま

し
た
。

税
証
明

の
新
年
度

切
替
作
業
の
た
め
、

次
の
日
は
自
動
交

付
機
が
停
止
し
ま

す
。
こ
の
日
は
各

庁
舎
市
民
課
窓
口

で
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
税
証
明
を

交
付
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

自
動
交
付
機
停
止
日
　
５
月
31
日
（
水
）

こ
の
日
は
、
各
庁
舎
市
民
課
窓
口
に

て
次
の
と
お
り
住
民
票
、
印
鑑
証
明

書
、
税
証
明
を
交
付
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

時
間午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
庁
舎
市
民
課

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４
　

敷
島
庁
舎
市
民
課

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
２
　

双
葉
庁
舎
市
民
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
０

新
し
い
市
議
会
議
員
が
決
ま
る
（
甲
斐
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果
）

自
動
交
付
機
が
停
止
し
ま
す

5/31

有泉よういちろう
小宮山ながみち
こみやま伸一
いのまた尚彦
ほさかよしこ
島田利彦
金丸つよし
坂本かずゆき
名取くにひと
家光ゆり
小浦宗光
仲田ひろし
清水ふきお
鈴木のぼる
ひいずみ明広
花田直人
今村まさき
山本ひでとし
森田みのる
河野かつひこ
内藤ひさとし
保坂つねみつ
赤沢かんきち
中込助雄
清水きよはな
池神てつ子
小林　守
藤原正夫
三浦進吾
長谷部　集
雨宮貞夫

1,663.597
1,605.402

1,545.156

1,187.425

964.844

892.574

1,782

1,565

1,504
1,326
1,253
1,245
1,230
1,227
1,194

1,147
1,121
1,108
1,097
1,094
1,031
1,007
982

923
923

818
769
740
738
715
619

当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選

候補者別得票数



固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価

額
は
、
３
年
に
一
度
評
価
替
え
が
行
わ

れ
平
成
18
年
度
は
そ
れ
に
当
る
基
準
年

度
に
な
り
ま
す
。

評
価
額
は
、
基
準
年
度
か
ら
３
年
間

据
え
置
き
ま
す
が
、
土
地
に
つ
い
て
は

地
価
が
下
落
し
て
い
る
の
で
、
評
価
額

の
修
正
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
地
価
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

ま
だ
下
落
傾
向
に
あ
り
平
成
17
年
度
に

比
べ
宅
地
平
均
で
７
・
３
％
下
落
す
る

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

税
額
は
、
課
税
標
準
額
に
税
率
１
・

４
％
を
乗
じ
た
も
の
が
税
額
と
な
り
ま

す
。家

屋
の
場
合
は
、
種
類
、
構
造
、
建

築
年
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
在
来
家

屋
の
経
年
減
価
を
行
う
た
め
に
評
価
額

は
下
が
り
ま
す
。

税
額
は
、
評
価
額
が
課
税
標
準
額
と

な
り
税
率
１
・
４
％
を
乗
じ
た
も
の
が

税
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
建
築
年
の
古
い
家
屋
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
建
築
費
の
上
昇
が
続
く

中
、
評
価
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
近
年
の
建
築
資
材
の
価

格
等
の
下
落
を
加
味
し
た
評
価
額
で
あ

っ
て
も
、
以
前
か
ら
の
評
価
額
を
下
回

ら
ず
、
評
価
替
年
度
で
あ
っ
て
も
評
価

額
が
下
が
ら
な
い
家
屋
も
あ
り
ま
す
。

土
地
の
課
税
標
準
額
の
算
出
方
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
的
な
据
え
置
き
措
置
の
廃
止

平
成
９
年
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
あ

り
ま
し
た
、
著
し
い
地
価
下
落
に
対
応

し
た
臨
時
的
な
税
負
担
の
据
え
置
き
措

置
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

商
業
地（
非
住
宅
用
地
、
住
宅
以
外
の

敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地

で
、
店
舗
や
駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど

の
土
地
）の
場
合

①
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
の
70
％
を
上
回
る
と
き
は
、

課
税
標
準
額
は
評
価
額
の
70
％
に
な

り
ま
す
。

②
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
の
60
〜
70
％
未
満
の
と
き

は
、
前
年
度
課
税
標
準
額
を
据
え
置

き
ま
す
。

③
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
の
60
％
未
満
の
と
き
は
、
評

価
額
の
60
％
に
達
す
る
ま
で
、
評
価

額
の
５
％
相
当
額
ず
つ
課
税
標
準
額

が
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
③

で
算
出
し
た
課
税
標
準
額
が
60
％
を

上
回
る
場
合
の
課
税
標
準
額
は
評
価

額
の
60
％
、
20
％
を
下
回
る
場
合
の

課
税
標
準
額
は
評
価
額
の
20
％
と
し

ま
す
。

住
宅
用
地（
人
の
居
住
す
る
住
宅
の
敷

地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
）の

場
合

①
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
（
住
宅
用
地
特
例
率
１
／
６

ま
た
は
１
／
３
）
の
80
％
を
上
回
る

と
き
は
、
前
年
度
課
税
標
準
額
を
据

え
置
き
ま
す
。

②
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が
今
年
度
の

評
価
額
（
住
宅
用
地
特
例
率
１
／
６

ま
た
は
１
／
３
）
の
80
％
未
満
の
と

き
は
、
評
価
額
の
80
％
に
達
す
る
ま

で
、
評
価
額
に
住
宅
用
地
特
例
率

（
１
／
６
ま
た
は
１
／
３
）
を
乗
じ
て

得
た
額
の
５
％
相
当
額
ず
つ
課
税
標

準
額
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

②
で
算
出
し
た
課
税
標
準
額
が
80
％

を
上
回
る
場
合
の
課
税
標
準
額
は
②

の
評
価
額
の
80
％
、
20
％
を
下
回
る

場
合
の
課
税
標
準
額
は
②
の
評
価
額

の
20
％
と
し
ま
す
。

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

①
対
象
建
物
…
昭
和
57
年
１
月
１
日
に

存
在
し
て
い
た
住
宅
で
、
住
宅
耐
震
改

修
工
事
費
が
30
万
円
以
上
の
も
の
。

※
対
象
床
面
積
…
１
戸
当
り
120
㎡
相
当

12

固
定
資
産
税
の
算
定
方
法
に

つ
い
て

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
の

税
制
改
正
の
内
容



分
ま
で
。

②
減
額
税
額
…
改
修
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
額
の
１
／
２
。

③
減
額
期
間

・
平
成
18
年
か
ら
21
年
ま
で
の
間
に
改

修
し
た
場
合
は
３
年
間
。

・
平
成
22
年
か
ら
24
年
ま
で
の
間
に
改

修
し
た
場
合
は
２
年
間
。

・
平
成
25
年
か
ら
27
年
ま
で
の
間
に
改

修
し
た
場
合
は
１
年
間
。

④
手
続
き
…
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
添
付

し
、
改
修
後
３
か
月
以
内
に
税
務
課

に
申
告
。

甲
斐
市
で
は
、
土
地
・
家
屋
台
帳
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
第
三
者
の
請
求
に
対
し
閲
覧
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
第
三
者
に
よ
る
「
土
地
・

家
屋
台
帳
」
の
閲
覧
を
平
成
18
年
７
月

３
日
（
月
）
よ
り
廃
止
い
た
し
ま
す
。

閲
覧
が
可
能
な
人
は
、
所
有
者
（
同

居
の
親
族
）
・
納
税
義
務
者
（
同
居
の
親

族
）
・
納
税
管
理
人
・
借
地
借
家
人
・

前
記
各
者
（
人
）
の
委
任
状
持
参
者
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
７
月
３
日
以
降
の

所
有
者
等
の
確
認
に
つ
い
て
は
法
務
局

（
有
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

13

開催主体 山梨県（都市計画決定権者）
開催日時
平成18年5月19日（金）午前10時から
場所
甲斐市竜王北部公民館3階中ホール
計画案の概要 甲府都市計画区域にお
ける甲府都市計画道路和戸町竜王線の
都市計画の変更について
計画案の概要の閲覧について
閲覧期間 平成18年5月12日（金）まで
閲覧時間 午前9時から午後5時

※ただし、土日祝日は除く。
閲覧場所
山梨県土木部都市計画課
山梨県中北建設事務所都市整備課
甲斐市都市建設部都市計画課

公聴会における意見陳述について
意見書の提出
公聴会に出席して意見を述べようとす

る人は、公聴会開催の１週間前までに、
意見の要旨およびその理由、住所、氏名
を記載した書面を提出してください。
意見書の提出ができる人の資格
甲府都市計画区域の住民

意見書の提出期限
平成18年5月12日（金）午後5時まで　
※ただし、土日祝日は除く。

意見書の提出先
山梨県中北建設事務所都市整備課

その他
意見書が提出されない場合は、公聴

会の開催を中止します。

都市計画道路和戸町竜王線の都市計画変更に関する
公聴会を開催します

■
（
有
）
野
崎
設
備

（
甲
府
市
武
田
３
ー
２
ー
23
）

指
定
停
止
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日

■
山
梨
住
宅
設
備
工
業

（
甲
斐
市
菖
蒲
沢
１
２
６
７
）

指
定
停
止
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

第
三
者
に
よ
る
土
地
・
家
屋
台

帳
閲
覧
の
廃
止
に
つ
い
て

甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
停
止
）

■問い合わせは…
山梨県土木部都市計画課　　　　　　 055-223-1715
山梨県中北建設事務所都市整備課　　 055-224-1671
甲斐市都市建設部都市計画課　　　　 055-278-1669



昨
年
８
月
か
ら
策
定
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

「
甲
斐
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
」
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
男
女
が
自
立
し
た
個

人
と
し
て
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
男
女

が
共
に
支
え
あ
う
　
生
活
快
適
都
市
を

め
ざ
し
て
」
を
総
合
目
標
に
掲
げ
、
次

の
６
つ
の
基
本
目
標
と
17
の
重
点
目
標

を
定
め
て
、
本
市
が
進
む
べ
き
方
向
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
今
後
４
年
間
（
平
成
18
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
）
を
推
進
期
間
と

し
て
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
目
標
　

「
男
女
が
共
に
支
え
あ
う
　
生
活
快
適

都
市
を
め
ざ
し
て
」

基
本
目
標
と
重
点
目
標

Ⅰ
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
意
識
づ
く

り
と
人
権
の
確
保

１
　
人
権
を
尊
重
し
、
男
女
平
等
の
意

識
と
自
立
を
育
て
る
教
育
の
推
進

２
　
女
性
・
子
ど
も
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
暴
力
の
根
絶

３
　
男
女
共
同
参
画
に
基
づ
く
生
涯
学

習
の
推
進
と
充
実

Ⅱ
　
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く

り

１
　
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性

の
参
画
の
拡
大

２
　
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の

促
進

３
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

社
会
慣
行
の
見
直
し
と
意
識
改
革

Ⅲ
　
男
女
が
安
心
し
て
働
け
る
、
ゆ
と

り
あ
る
労
働
環
境
づ
く
り

１
　
多
様
な
労
働
へ
の
支
援

２
　
生
活
を
尊
重
し
た
労
働
環
境
づ
く

り

Ⅳ
　
心
身
の
健
康
づ
く
り
と
安
心
で
き

る
生
活
の
確
保

１
　
す
こ
や
か
に
生
涯
を
通
じ
て
暮
ら

せ
る
健
康
づ
く
り

２
　
母
性
保
護
と
母
子
の
健
康
の
確
保

３
　
高
齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
支
援
体
制
の
確
立

Ⅴ
　
豊
か
な
生
活
と
支
え
あ
う
地
域
福

祉
の
充
実

１
　
多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

２
　
安
心
で
き
る
長
寿
社
会
の
確
立

３
　
生
き
が
い
の
も
て
る
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り

Ⅵ
　
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
社

会
環
境
づ
く
り

１
　
地
球
に
や
さ
し
い
自
然
環
境
づ
く

り

２
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
環
境
づ

く
り

３
　
国
際
社
会
へ
の
理
解
と
平
和
友
好

の
推
進

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

14

「いきいき新緑まつり」

甲斐市の祭りとして、地域の特性をいかし「緑
豊かな自然を満喫、ふれあいを深めよう」をテー
マに開催します。ご近所お誘い合わせの上お出か
けください。シャトルバスも運行されますのでご
利用ください。
と　き ５月14日（日）午前９時から
ところ 敷島総合公園・梅の里農村公園およびク

ラインガルテンクラブハウス
内　容

・敷島北小和太鼓、敷島中学校吹奏楽
・敷島吹奏楽団
・人気キャラクターショー
・ストリートパフオーマンス
・三善英史＆伊藤咲子ジョイントショー
・スタンプラリー（豪華賞品あり）
・梅のもぎとり体験

詳しくは案内プログラムをご覧ください。
■問い合わせは…いきいき新緑まつり実行委員会

（商工観光課内） 0551（20）3654

敷島支所地域課 055（277）3113

男女共同参画プラン

甲斐ヒューマンプラン
を策定しました



15

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小

学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
、
小
学
校
６
年

生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得

制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
対
象
児
童
が
い
て
も
手
続
き
が

さ
れ
な
い
場
合
、
児
童
手
当
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
。

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る

児
童
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

の
窓
口
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
で
、
認
定

請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は

平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日

（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

９
月
30
日
は
市
役
所
が
休
み
と
な
る
た

め
29
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
到
着
日
が
９
月
30
日
ま
で
の
も

の
）
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
支
給
開
始

が
申
請
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
、

児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
場
合

所
得
制
限
額
の
引
き
上
げ
（
左
表
参

照
）
に
よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当
の
受

給
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
人
は
新
規
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し

な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

児童手当を受けてい
るがＨ８・４・２生～Ｈ
９・４・１生かそれよ
りも後に生まれてい
て兄弟がいない 

児童手当を受けてい
る児童に兄弟がいて
Ｈ６・４・２生～Ｈ８・４・
１生である 

支給要件児童を養育
していて、現在児童
手当を受けている 

☆支給要件児童 
0歳から小学校
修了までの児童 

◎特段の手続きは必要ありません 
（4月以降も引き続き支給されます） 

◎今回の申請に係る該当児童は 
　いません 

◎額改定請求書を提出してください 
　（公務員の人は勤務先へ提出） 
 〔必要書類〕    
　　額改定請求書 

◎新規認定請求書を提出してください 
（公務員の人は勤務先へ提出）     
〔必要書類〕     
　・受給者となる人の保険証等の写し 
　　（国民年金加入者は不要です）  

　・児童手当用所得証明書 
　　（その年の1月1日に甲斐市に住所がない場合） 

　・新規認定請求書     
　・受給者の銀行等の口座番号など     
※この他、必要に応じて提出する書類があります 
　　（養育する児童と別居している場合など）     

※必ず加入年金の種類と年金番号を記入していただきます 

新規認定請求 

は　い 

は　い 

は　い 

いいえ いいえ 

いいえ 

●
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

◎年齢拡大にともなう該当の場合

【改正後所得制限額 】

※所得には一定の控除があります。（詳細はお問い合わせください）
※4・5月分の児童手当はＨ16年中、6月分～の手当はＨ17年中の所得額で審査します。

扶養親族等の数 自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

０人 460 532

１人 498 570

２人 536 608

３人 574 646

４人 612 684

５人 650 722

注１）所得税法に規定する
老人控除対象配偶者または
老人扶養親族がある者につ
いての限度額（所得額べー
ス）は左記の額に当該老人
控除対象配偶者または老人
扶養親族１人につき６万円
を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６
人以上の場合の限度額（所
得額ベース）は、１人につ
き３８万円（扶養親族等が
老人控除対象配偶者または
老人扶養親族であるときは
４４万円）を加算した額。

（単位：万円）
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「りゅうちゃん号」は、公共交通のないＪＲ竜王駅と山梨大学医学部附属病院間で、
コミュニティバスとして試行運行を実施してきましたが、平成19年３月末まで試行
運行を延長しますので、市民のみなさんのご利用をお待ちしております。
 運賃は１乗車１００円、運行は土日祝祭日、年末年始を除く平日です。
 停留所には駐輪・駐車場はありませんのでご注意ください。
 なお、５月１日から「アルプス通り交差点」停留所の名称を
「Kai・遊・パーク入口」停留所に変更します。
 また、市内西部（双葉方面）・中東部（敷島方面）のコミュニティバス運行につい
ても併せて検討をしていきます。

コミュニティバス「りゅうちゃん号」の運行延長コミュニティバス「りゅうちゃん号」の運行延長コミュニティバス「りゅうちゃん号」の運行延長

県
道
甲
斐
中
央
線

県
道
甲
斐
中
央
線

(H18年４月１日現在）



甲斐市スポーツ施設開放

一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ５月22日（月）

・学校体育施設（６月分）午後７時から
・社会体育施設（７月分）午後８時から

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ５月25日（木）から 午前８時30分～午後５

時15分
・学校体育施設（６月分）
・社会体育施設（７月分）

今年も６月１日にＢ＆Ｇ海洋センタープールがオ
ープンする予定です。
昨年好評だったアクアビクス教室や子ども水泳教

室の開催も予定しています。詳しい開館日程および
教室の開催予定は広報６月号から掲載しますのでご
覧ください。
■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課

0551（20）3656

市のスポーツ施設利用者を対象とした研修会が、
日本体育協会公認のスポーツドクターでもある今井
整形外科医院長の今井立史先生を講師に迎え開催さ
れました。
会場では、スポーツグループリーダーのほか一般

の市民など約300人が受講。

「スポーツ選
手から教わるス
ポーツ医学」と
題した講演では、
ヴァンフォーレ
甲府のスポーツ
ドクターも勤め
る今井先生が、

約20年に渡り小学生から成人までのスポーツ選手の
けがのデータを蓄積し、研究した成果を基に話をさ
れました。
特にスポーツ少年団など子どもに対するスポーツ

指導について、子どもの骨格的な弱点を理解した上
で指導してほしいこと。またオーバートレーニング
が引き起こすケガ、事故の実態。初期治療の重要性
と再発防止策の必要性など、現場を知り尽くした上
でのアドバイスに、参加したみなさんも熱心に聞い
ていました。

節

11

13

16

日

５月３日（水）

７月19日（水）

７月29日（土）

キックオフ

14:00

19:00

18:30

対戦相手

ＦＣ東京

京都パープルサンガ

浦和レッドダイヤモンズ

スタジアム

小瀬スポーツ公園

   

　
ヤマザキナビスコカップ ホームゲーム日程表

５月10日（水）　  19:00 　　セレッソ大阪 

　  日　　　　キックオフ　　  対戦相手　　 スタジアム

小瀬スポーツ公園

今季、念願のＪ１昇格を果たし、奮闘するヴァン
フォーレ甲府。
スタジアムでの熱い声援でＪ１初参戦となるヴァ

ンフォーレ甲府を後押しよう。
今後の試合予定（ホームゲーム）

スポーツグループリーダー研修会が開催される

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール情報
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●４月２日　
「お薬師さん」と双葉公民館まつり　

教育講演会　３月18日●

岩森地区の光照寺薬師堂が国の重要文化財に指定され
たことを記念して始められた薬師堂祭典。地元の育成
会の子どもたちが保護者と一緒に生き甲斐音頭を踊っ
たりと今年も盛大に行われました。また、同日に開催
の双葉公民館まつりでは、公民館を利用しているみな
さんが楽器演奏や３B体操、舞踊など日頃の成果をス
テージで披露したほか、絵画や書道などの作品も展示
されました。

竜王南小学校学区の児童館として、竜王南児
童館（愛称もみじじどうかん）が完成。遊戯室、
児童クラブ室、図書コーナーやパソコンコー
ナーのほか子育て相談室や調理実習室を備え
ています。４月に入って帰宅後の子どもたち
が集まり、広い遊戯室でミニバスなどで遊ん
だり、読書やパソコンなどを楽しんでいます。

青少年育成甲斐市民会議などが主催する教育講演
会が、敷島総合文化会館で開催されました。講師
には少年院篤志面接委員を20年以上勤める落語
家の桂才賀さんをお迎えし「子どもを叱れない大
人たちへ」と題した話を伺いました。「感情をぶ
つけ『怒る』のではない『しかる』の意味を分か
っている親などが少ない」などと話す桂さん。会
場をうめた約200人のみなさんも熱心に話を聞い
ていました。

●３月19日　国際交流のつどい

●３月27日　竜王南児童館が完成　

甲斐国際交流協会では、竜王南部公民館で外
国人との交流会を開催。市内在住の中国、韓
国、アメリカ、ブラジルなどのみなさんのほ
か市民など約100人が参加。昼食には、太巻
き寿司のほか韓国のテンジャンチゲや中国の
鳥肉とカシューナッツのいため物などが出さ
れ、本場の味を堪能。また、各国のあいさつ
を学んだりビンゴゲームなどで楽しみました。
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４月15日に甲州三大神幸のひとつに数えられる「おみゆきさ
ん」が、信玄堤を舞台にして行われ、約１万人のみなさんが祭
りを楽しみました。
一宮浅間神社、二宮美和神社からはお神輿が到着。今年は特

に三宮の玉諸神社（甲府市）から箱に入れられた御幣
ご へ い

（通称「ぽ
んぽこさん」）がやってきました。これは、一宮浅間神社にある
絵巻にある姿です。川除式の後、竜王地区のみなさんと消防
団・神輿の会のメンバーは、竜王神輿を女装姿で担いで信玄堤
と本竜王地区をねり歩きました。

●４月18日　クラインガルテンのクラ
ブハウスが完成

市内の保育園、幼稚園、小中学校に新しい
仲間が入りました。しきしま幼稚園の入園
式では、47人が新たに園児の仲間入り。園
の先生たちによる｢ゾウのタムタム｣と題し
た寸劇で歓迎しました。また、小学校では、
入学式で新入生全員にドライバーから良く
目立つ黄色い安全帽子がプレゼントされま
した。

●４月　市内幼稚園、保育園
小中学校で入園、入学式

●４月15日　130余年ぶりに往時の姿を再現　おみゆきさん

市内牛句のクラインガルテン（滞在型市民農園）にク
ラブハウスが完成し、しゅん工式が行われました。
施設には、117.5平方メートルの研修室のほか一部
畳になっている休憩コーナーや特産品や加工品が並
べられている販売コーナー、また、みそづくりなど
もできるよう加工室も備えています。そのほか情報
コーナーもあり、正面に雄大な富士山を眺めること
ができるロケーションとなっています。
開館時間は、午前９時から午後５時、月曜日休館。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/
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ほ
と
ん
ど
の
種
に
楊
枝
で
刺
し
た

よ
う
な
小
さ
な
穴
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
種
類
は

ウ
メ
で
は
な
く
ア
ン
ズ
で
、
樹
齢
は

幹
が
腐
っ
て
ウ
ロ
（
空
洞
）
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
は

っ
き
り
と
し
た
こ
と
は

不
明
で
す
。

ア
ン
ズ
の
種
は
核
の
厚
さ
が
一
様

で
は
な
く
厚
薄
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
樹
木
は
一
般
的
な
種
よ
り
も

薄
く
、
一
番
薄
い
部
分
の
核
が
形
成

さ
れ
ず
穴
が
あ
い
た
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

伝
説
と
し
て
、
武
田
信
玄
が
信
濃

へ
出
陣
し
た
際
こ
の
地
で
休
息
し
、

梅
に
楊
枝
を
刺
し
て
食
べ
、
後
に
そ

の
種
が
発
芽
し
、
実
っ
た
果
実
の
種

に
は
小
さ
な
穴
が
開
く
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
龍
地
地
区
は
当
時
「
龍
地
新

町
」
と
呼
ば
れ
、
物
資
や
人
足
の
調

達
な
ど
の
目
的

で
武
田
氏
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

た
地
域
な
の
で
、

武
田
信
玄
が
立

ち
寄
っ
た
可
能

性
は
高
い
で
す
。

慈
照
寺
は
、
赤
坂
台
地
山
腹
に
あ

り
境
内
か
ら
富
士
山
が
美
し
く
見
え

る
こ
と
か
ら
、
有
富
山
と
い
う
山
号

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
中
央

線
・
慈
照
寺
踏
切
か
ら
北
へ
の
び
る

参
道
に
は
、
桜
並
木
が
広
が
り
総
門

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
階
段
を

登
る
と
山
門
、
法
堂
へ
と
続
き
ま
す
。

法
堂
は
、
桁
行
十
二
間
・
梁
間
八

間
で
、
屋
根
は
寄
棟
造
茅
葺
形
の
銅

版
葺
で
す
。
正
面
出
入
口
を
入
る
と

前
方
に
土
間
廊
下
お
よ
び
板
の
間

（
広
縁
）
が
あ
り
、
奥
は
畳
敷
き
と
な

り
本
尊
を
祀
る
仏
間
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
内
部
構
成
を
も
つ
建

物
は
、
笛
吹
市
慈
眼
寺
本
堂
（
重

文
）
・
富
山
県
瑞
龍
寺

法
堂
（
国
宝
）
な
ど
で

も
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
法
堂
は
、
禅
宗
寺

院
に
お
い
て
仏
法
を
講
じ
修
行
す
る

と
こ
ろ
で
、
寺
の
中
心
的
な
機
能
を

果
た
す
場
所
で
す
。

慈
照
寺
法
堂
の
建
立
年
代
は
、
明

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
永
禄
６
年

（
１
５
６
３
）
の
建
立
の
棟
札
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
物
か

ら
桃
山
時
代
の
古
い
様
式
が
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
桃
山
期
か
ら
江

戸
前
期
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

龍
地
り
ゅ
う
じ

の
楊
子
梅

よ
う
じ
う
め

県
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
38
年
９
月
９
日
指
定

慈
照
寺

じ
し
ょ
う
じ

法
堂

は
っ
と
う

県
指
定
建
造
物

昭
和
40
年
５
月
13
日
指
定
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【募集要領】
■募集対象
市内の公道に面して設置されている「生け垣･花壇」

「コンテナ」で、通行人やご近所を楽しませている公開性
の高いものが対象です。なお、庭園のコンクールではあ
りませんのでご注意ください。
■応募方法
応募用紙（裏面）に必要事項を記入し、公道側からとっ
た写真を添えて、郵送またはご持参ください。
応募用紙は、竜王・敷島・双葉の各庁舎などにもおい
てあります。
■応募期限
平成18年６月８日（木）必着
■応募部門
①生け垣･花壇部門　②コンテナ部門
■審査基準
選考委員会により現地審査を実施しますが、公開性やア
ピール度、手入れや清掃、バランスや配置アイデアや個性、
周囲への配慮などを採点基準とします。
■表彰方法
表彰式を行うほか、入賞作品を市の広報誌、ホームペ
ージなどで紹介します。
■賞(それぞれの部門ごと)
最優秀賞　１点賞金３万円と写真楯
優 秀 賞 ２点賞金２万円と写真楯
佳　　作　３点賞金１万円と写真楯
参 加 賞　応募者全員（推薦者も含む）
■その他
・応募書類は返却しません。
・過去（旧竜王町で実施）の受賞者の再応募も大歓迎です
が、以前の受賞時より上位に格付けされる場合に限り選
賞の対象となります。
■応 募 先
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所緑化推進課緑化推進担当（竜王庁舎２階）
055（278）1671
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私の所有（管理）する生け垣・花壇、コンテナを、上記推薦者により当コンクールに応募することに同意し
ます。（生け垣・花壇、コンテナ所有（管理）者：自署）

所有者
（管理者）

住　所

氏　名

電　話

電　話

電　話

高　さ ｍ

甲斐市

（ 平成　・　昭和　） 年頃

設置場所

樹　種

延　長

生け垣・花壇の内容

推 薦 者　　※所有者以外が応募した場合、ご記入ください。

推薦者
住　所

氏　名

所有者

同意書

（生け垣・花壇、コンテナのコメント）

（コンクールへのご意見など）

道路側から撮影した写真をいっしょに提出してください。（枚数は問いません）

設置年ｍ

所有者
（管理者）

住　所

氏　名

甲斐市設置場所

花の名前

コンテナの内容

※
応
募
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
抜
き
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
可
）
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※平成16年 9 月施行の甲斐市個人情報保護条例にもとづき今回応募いただいた内容（氏名、住所等の個人情報）はコンクー
ルの目的以外には利用いたしません。



「肥料を上手に使うための知識（ちっ素）」

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
緑
の
創
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
緑

化
推
進
事
業
や
公
共
施
設
の
緑
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、住
宅
や
事
務
所
、

店
舗
な
ど
の
民
間
施
設
に
つ
い
て
も

「
甲
斐
市
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で

「
緑
化
基
準
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
築
行
為
を
行
う
際
は
、
敷
地
の
面
積

に
応
じ
た
緑
地
の
確
保
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
の
基
準
は
既
存
の
建
築
物

等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
よ
り
よ
い
ま

■問い合わせは…
緑化推進課（竜王庁舎２階）
055（278）1671

■問い合わせは…緑化推進課緑化推進担当
（竜王庁舎２階） 055（278）1671

植物が正常に育つための栄養を、人間は肥料
と呼んで施します。一言で肥料と言っても、そ
の中には13元素（ちっ素・リン・カリウム・カ
ルシウム・マグネシウム・硫黄・鉄・銅・亜
鉛・マンガン・モリブデン・ホウ素・塩素）の
化合物があり、それらを含む資材はたくさんあ
ります。
しかし、硫黄・鉄・銅・亜鉛・マンガン・モ

リブデン・ホウ素・塩素の８元素は特別なこと
をしない限り、堆肥や腐葉土、もともと土の中
にあるもので間に合います。不足しやすいもの
は、ちっ素・リン・カリウム・カルシウム・マ
グネシウムの５元素です。
最も生育に影響が大きく、発芽から落葉期

まで必要とし、注意しなければならないのは
「ちっ素」です。鉢花や花壇花など、赤・黄・
青の鮮やかな花色や葉色を維持するために、生
育中も「ちっ素」が絶えず必要です。樹木類は、
葉も無く眠っているように見える冬期でも、根
から養分を吸収し体の中に蓄えます。この時蓄
えた「ちっ素」の量の多少が、春の芽吹きや開
花の見事さに関係して来ます。しかし、つぼみ
を作り始める時期（平成17年７月号参照）には
「ちっ素」の必要量は少なく、吸収量が多いと
花数が少なくなるので注意しましょう。
根から吸収する「ちっ素」の大部分はアンモ

ニア、または硝酸です。化学肥料でも有機肥料
でも、土の中でこの二つの化合物に変化して吸
収されます。一般に、酸性の土を好む植物はア
ンモニアを、アルカリ性を好む植物は硝酸を多
く吸収すると言われています。
植物が良好な生育をするには、十分な養分が

土の中にあることが必要ですが、多過ぎると根
が死んでしまうことがありますので、やや不足
するくらいが良いではないでしょうか。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんで
いる、また始めてみたいという人の相談や疑
問に、市の園芸アドバイザー窪田友幸がお答
えします。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎２階）
055（278）1671 055（276）7216

E-mail：toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp
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こどもの日のイベント

毎年恒例のこどもの日のイベントです。
ぜひみんなで遊びに来てくださいね。

対象　幼児・小学生
日時　５月５日（金）こどもの日

午前10時30分～午前11時30分
（午前10時15分開場）

場所　竜王図書館２階視聴覚室　
出演　からっ風、アリスの部屋、職員
内容　こどもの日コンサート

『おじいさんの古時計』『もりのくまさん』
『明日があるさ』
おはなし会
『ぎょうれつぎょうれつ』

対象 幼児・小学生
日時 ５月６日（土）

午後２時～午後３時45分
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
内容 手袋人形、大型絵本、パネルシアター、手話

上映会『トムとジェリー火星へ行く』

対象 幼児・小学生
日時 ５月６日（土）

午前10時30分～11時30分
場所　双葉図書館２階視聴覚室
出演　　ピッピの会、職員
内容 読み聞かせ、パネルシアター　　　　　　　　　

上映会『ブレーメンの音楽隊』

24

ふうせん劇場スペシャル

ライライくんのおはなし劇場

春風にのってちびっこあつまれＧｏ！Ｇｏ！

休館中返却する図書は返却ポストに入れてくだ
さい。ただし、ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ等は破損
の恐れがあるので開館してから窓口へ返却して
ください。
●返却ポスト設置場所・各図書館入口　　　　　　

竜 王 西 児 童 館
055（279）3731

竜王東児童センター
055（278）1178

竜 王 北 児 童 館
055（279）1911

玉 幡 児 童 館
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
055（277）9220

敷島なかよし児童館
055（277）1121

双 葉 西 児 童 館
0551（28）4588

双 葉 東 児 童 館
0551（28）1214

2（火） 作ろうこいのぼり
15:00

8（月）手話教室 15:30
9（火） 母の日プレゼント作り

15:30

13（土）親子音楽遊び11:00
リズミック遊び

9:30

10（水） シール遊び
15:30

母の日プレゼント作り
15:30

ミサンガ作り
15:30

母の日プレゼント作り
15:30

ナンバーリンク
15:00

11（木） 母の日プレゼント工作
15:00～

母の日プレゼント作り
15:30

母の日プレゼント作り
15:30

わりばしおもちゃつくり
14:00

12（金） 子育て相談日
10:30

子育て相談日
10:00

母の日プレゼント工作
15:00～

母の日プレゼント作り
15:30

母の日プレゼント作り
15:30

17（水）シャボン玉遊び14:00
ぶんぶんゴマを作ろう

15：30
ビデオ会

15:00～
手作りおやつ

15:30
折り紙遊び

15:00～
おやつづくり

14:00
フラフープ大会

15:00

18（木） ゲーム遊び
15:30

ミニサッカー遊び
15:00

おもちゃの病院
14:00～16:30

19（金）子育て相談日10:00
子育て相談日

10:00

26（金） クイズラリー
15:30

映画会
15:30

ビデオ会
15:30～

22（月） 誕生日会
15:30～

ゲーム大会
15:30

23（火） ナンバーリンク
15:30

24（水）ゲーム遊び15:30
壁面作り

15:30
ナンバーリンク

15:00

27（土） 親子遠足
9:30～

31（水）おやつ作り15:30
ドッチボールをしよう

15:30
ボランティアの日

16:00～
プラコップコースター

15:00

28（日）

29（月） めいろ遊び
15:30

壁面かざり
15:30

30（火） 作って遊ぼう
15:30

ボランティアの日
16:00～

折り紙かえる遊び
15:00

プラコップコースター
15:00

竜 王 南 児 童 館
055（279）7666

ネイチャーゲーム
15:30

子育て相談日
10:00

お話を聞こう
15:30

折り紙遊び
15:00

16（火） 立体パズルをつくろう
15:00



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

５月のおやすみ
定例休館日　１日（月）、８日（月）、15日（月）、22日（月）、29日（月）
祝　　　日　３日（水）、4日（木）
月末整理日　 31日（水）

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ５月６日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲーム

日時 ５月20日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ この色なあに？
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ５月18日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ５月18日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、手遊び、パネル
シアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ５月20日（土）

午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

対象 就園前の乳幼児
日時 ５月11日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ５月18日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 詩「さゆ」茨木のり子

「桐の花」平林たい子
「遠い日のこと」飯田龍太
他

板前　ねの会
助っ人板前　虹の夢ふくろう　

すずの会

日時 ５月11日（木）、25日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
対象　５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～３歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ５月13日（土）、27日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 幼児・小学生
日時 ５月13日（土）、27日（土）

午前10時30分～11時
場所　双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシア

ターなど

内容 『私の頭の中の消しゴム』
2004年/韓国/117分/字
幕　監督/イ・ジェハン
出演 /チョン・ウソン
他

日時　５月20日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所　竜王図書館　視聴覚室　
定員　先着200名
日時　５月21日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所　敷島総合文化会館大ホール
定員　先着270名

（５月12日 まで）
～魔法の国へのパスポート～
子どもたちに、よい本に親しむ

ことをすすめ、読書の楽しみや喜
びを知らせ、正しい読書の習慣を
身につけさせる好機です。
また、おとなにとっても、子ど

もの読書がいかに大切なことか、
よい本を与えるためにはどういう
努力をしたらよいかということに
ついて考える機会ともいえます。
ぜひ、この機会にご家族おそろ

いで図書館におでかけください。

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて22
日（月）から26日（金）まで、図書館ボ
ランティア「みどりの風」のみなさ
んによる朗読が放送されます。午後
のひととき、どうぞお気軽にお聞き
ください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

双葉図書館

おはなしのもり

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

竜王図書館 キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや
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敷島図書館

上映会のお知らせ

ふうせん劇場

子どもの読書週間



甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
の
被
保
険

者
と
し
て
の
資
格
を
得
た
月
（
職
場
の
健

康
保
険
を
抜
け
た
り
、
他
の
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
た
月
）
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

（
例
）
６
月
に
会
社
を
辞
め
て
社
会
保
険
か

ら
脱
退
し
、
９
月
に
国
保
加
入
の
届
け
出

を
し
た
場
合
…

保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
６
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
を
し
た
９
月
ま
で
は
保

険
証
が
な
い
の
で
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で

に
医
療
機
関
等
で
か
か
っ
た
費
用
は
、
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
変

更
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
14
日
以
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
資
格
の
喪
失
の
場
合
は
保
険
証

の
返
還
手
続
き
を
、
ま
た
、
加
入
者
の
減

員
の
場
合
も
手
続
き
を
し
な
い
と
国
保
税

額
が
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
保
険
税
の
納
付
は
世
帯
主
の
義
務

世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
内
に

国
保
の
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
保
険
税

納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

●
過
年
度
分
の
保
険
税

保
険
税
は
、
毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
分
を
年
間
の
保
険
税
と
し
て
計
算

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
月
に
国
保
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
４
月

以
降
に
届
け
出
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
３

月
以
前
の
保
険
税
は
現
年
度
の
４
月
分
か

ら
の
保
険
税
と
は
別
に
計
算
し
ま
す
。
こ

れ
を
過
年
度
分
の
保
険
税
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
の

申
告
を
し
た
り
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
の

人
数
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
え
た
場
合
に
も
、

過
年
度
分
の
保
険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

過
年
度
分
の
保
険
税
の
納
付
書
は
、
他

の
納
期
の
も
の
と
は
別
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
過
年
度
分
の
保
険
税
は
口
座
振
替
で

き
ま
せ
ん
。

・
保
険
税
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う

・
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
に
す
る
と

便
利
で
す
。
支
払
い
に
行
く
手
間
も
省

け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
確
実
に
納
め
ら

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

老
人
医
療
費
助
成
金
制
度

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

現
在
、
老
人
医
療
費
助
成
金
制
度
該

当
者
で
、
受
給
者
番
号
が
「
７
」
・

「
８
」
・
「
９
」
の
い
ず
れ
か
で
始
ま
る
人

（
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
３
割
で
、

市
役
所
窓
口
に
請
求
し
て
２
割
分
が
償

還
払
い
と
な
っ
て
い
る
人
）
は
、
従
来
ど

お
り
の
医
療
機
関
が
証
明
し
た
請
求
書

で
の
請
求
に
加
え
、
次
の
要
件
を
満
た

し
た
領
収
書
の
添
付
で
も
医
療
機
関
証

明
に
代
え
て
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

①
医
療
機
関
名
②
受
領
者
名
（
助
成
金
請

求
者
名
）
③
医
療
保
険
点
数
④
受
領
額

（
支
払
合
計
金
額
）
⑤
発
行
日
⑥
診
療
月

（
薬
局
な
ど
の
場
合
⑤
と
同
日
で
省
略
の

場
合
あ
り
）

領
収
書
が
①
か
ら
⑥
ま
で
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
従
来
ど

お
り
医
療
機
関
で
の
証
明
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

領
収
書
が
複
数
あ
る
と
き
に
は
、
同

月
・
同
医
療
機
関
ご
と
に
領
収
書
を
ま

と
め
、
助
成
金
請
求
書
を
１
枚
添
付
し

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

領
収
書
添
付
の
請
求
の
場
合
で
も
助

成
金
請
求
書
の
太
枠
の
欄
は
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す

医
療
制
度
改
革
よ
り
、
今
年
度
中
に

老
人
保
健
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
が
分
か

り
次
第
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
度
改
正
さ
れ
る
主
な
内
容

一
定
以
上
所
得
者
の
窓
口
負
担
額
、
高

額
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
等

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
４
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

住
民
の
通
報
の
義
務
付
け
と
高
齢
者
虐

待
現
場
へ
の
市
町
村
の
立
ち
入
り
調
査

を
認
め
、
行
政
が
早
期
に
対
応
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
防
止
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
対
応
は
…

高
齢
者
の
虐
待
を
発
見
し
た
場
合
は
、

市
に
直
ち
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
重
大

な
危
険
が
生
じ
て
い
る
場
合
等

市
の
対
応
は
…

①
直
ち
に
事
実
確
認
の
た
め
の
調
査
等

を
行
い
ま
す
。

②
調
査
の
結
果
、
生
命
ま
た
は
身
体
に

重
大
な
危
険
が
生
じ
て
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

家
族
等
の
関
係
者
に
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
保
護
の
た
め
一

時
的
に
施
設
へ
入
所
さ
せ
る
等
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
通
報
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

夜
間
・
休
日
等
の
通
報
　
甲
斐
市
役
　

所
　
０
５
５
（
２
７
６
）
２
１
１
１

下
水
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
接
続
の
制
度
が
充
実
し
ま
し
た

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 
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度
の
融
資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も

助
成
し
ま
す
）

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
下
水
道
へ
早
め
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額
　

一
世
帯
に
つ
き
５
０
万
円

ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３

年
以
内

返
済
方
法
　
毎
月
元
金
均
等
償
還

融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ

と
②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備
工
事
は

指
定
工
事
店
の
み
が
施
工
で
き
ま
す

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区

域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
た

め
の
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
を
私
費
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
・

風
呂
場
な
ど
の
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す

に
接
続
す
る
も
の
で
、
市
が
指
定
し
た

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
の
依
頼
は
、
直
接
指
定
工
事
店

に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
契
約
に
あ

た
っ
て
は
、
見
積
書
を
数
社
取
っ
て
指

定
工
事
店
と
十
分
協
議
し
、
納
得
し
て

か
ら
施
工
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
別
々

の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
市

外
に
転
出
ま
た
は
市
内
に
転
居
な
さ
る

際
は
、
お
手
数
で
も
次
の
手
順
に
よ
っ

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
…
氏
名
、
住
所
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
18
年
度
農
繁
期
　

労
働
賃
金
標
準
額
が
　

決
定
し
ま
し
た

甲
斐
市
農
業
委
員

会
で
は
、
４
月
25
日

開
催
の
農
業
委
員
会

で
次
の
と
お
り
、
平

成
18
年
度
の
農
繁
期

労
働
賃
金
の
標
準
額

を
決
定
し
ま
し
た
。

（
下
表
参
照
）

※
各
地
域
の
形
状
・
特

性
か
ら
地
域
単
位
の
算

定
と
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
制
度
を

活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
元
気
で

活
力
あ
る
農
業
の
実

現
と
、
新
鮮
で
安
心
な
農
産
物
生
産
の

た
め
に
補
助
金
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
申

請
条
件
・
予
算
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
生
産
調
整
対
策
市
単
独
助
成
事
業

内
容

生
産
調
整
を
行
っ
た
市
在
住
の

農
業
者
に
対
し
奨
励
金
を
交
付

条
件

作
付
け
内
容
が
、
一
般
作
物
か

特
例
作
物

補
助
率

一
般
作
物
９
円
／
平
方
メ
ー

ト
ル
、
特
例
作
物
５
円
／
平
方
メ
ー

ト
ル

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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○
学
校
給
食
米
生
産
者
補
助
事
業

内
容

学
校
給
食
用
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

を
生
産
・
出
荷
す
る
農
業
者
へ
の
補

助
金

条
件

農
業
協
同
組
合
の
検
査
で
認
め

ら
れ
た
も
の

補
助
率

籾
換
算
50
円
／
キ
ロ
グ
ラ
ム

○
有
機
質
導
入
事
業

内
容

梨
北
、
中
巨
摩
東
部
農
協
か
ら

購
入
し
た
有
機
肥
料
（
土
の
里
、
あ
い

の
う
、
あ
い
の
う
α
の
３
種
類
）
購
入

費
の
補
助

条
件

農
協
正
組
合
員
、
申
請
は
１
回

で
１
世
帯
40
袋
限
度
（
基
準
単
価
は
１

袋
４
０
０
円
）

補
助
率

購
入
費
の
１
／
３

○
施
設
園
芸
振
興
対
策
事
業

内
容

園
芸
作
物
の
苗
、
ビ
ニ
ー
ル
、

鋼
材
等
の
資
材
お
よ
び
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
へ
の
補
助

条
件

施
設
等
を
整
備
し
、
か
つ
イ
チ

ゴ
、
花
卉
、
薬
用
作
物
を
作
付
け
す

る
こ
と

補
助
率

経
費
の
３
／
10（
上
限
50
万
円
）

○
農
業
共
済
掛
金
助
成
事
業

内
容

北
巨
摩
、
峡
中
・
南
部
農
業
共

済
組
合
の
加
入
共
済
掛
金
へ
の
補
助

条
件

果
樹
共
済
と
園
芸
施
設
共
済
へ

の
加
入

補
助
率

各
共
済
掛
金
の
１
／
３

○
有
害
獣
防
除
用
器
具
設
置
事
業

内
容

有
害
獣
か
ら
農
作
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
資
材
器
具
等
の
購

入
費
補
助

条
件

有
害
獣
は
イ
ノ
シ
シ
、
熊
と
し
、

地
区
ま
た
は
団
体
か
ら
の
申
請
に
よ
る

※
資
材
器
具
と
は
金
網
、
板
、
有
刺
鉄

線
、
金
属
支
柱
、
電
気
柵
な
ど

補
助
率

設
置
経
費
の
１
／
２
、
た
だ

し
上
限
５
万
円

○
や
は
た
い
も
作
付
け
補
助
事
業

内
容

や
は
た
い
も
作
付
け
に
対
す
る

補
助

条
件

竜
王
地
域
内
の
田
畑
に
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
作
付
け
し
た
も
の

補
助
率

20
円
／
平
方
メ
ー
ト
ル

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

戦
没
者
等
の
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ
　
　
　
　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者

順
位
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人

に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
人
）

４

３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
方
法

甲
斐
市
役
所
の
各
庁
舎
の

福
祉
担
当
に
請
求
用
紙
等
が
あ
り
ま

す
の
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階)

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階)

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

建
設
課
か
ら
お
知
ら
せ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
　

無
料
で
実
施
し
ま
す

「
耐
震
診
断
」
と
は
、
地
震
に
対
し
て

の
建
物
の
安
全
性
を
評
価
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
は
、
大
き

く
分
け
て
簡
易
診
断
と
精
密
診
断
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る

「
耐
震
診
断
」
は
簡
易
診
断
で
あ
り
、
精

密
診
断
や
補
強
計
画
等
は
今
回
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、

自
己
の
所
有
す
る
既
存
木
造
住
宅
に
居

住
し
て
い
る
人
で
す
。

対
象
建
築
物

市
内
に
あ
る
既
存
木
造
住
宅
と
し
、

次
の
各
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

が
対
象
で
す
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
も
の

・
木
造
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
さ
れ
た

も
の

・
２
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積
３
０

０
㎡
以
下
の
住
宅

・
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
個
人

所
有
の
住
宅

・
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床
面
積

の
過
半
が
住
宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
も
の

・
複
数
棟
の
住
宅
の
所
有
者
に
か
か
る

耐
震
診
断
は
、
主
に
居
住
の
用
に
供

し
て
い
る
１
棟
と
す
る
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ご自宅の樹木が道
路にはみ出してい
ませんか
各家庭から道路

にはみ出た樹木や
枝葉は人や車が通
りにくかったり、
見通しの悪化等を
生じ交通事故の原因にもなります。
道路にはみ出した樹木等の除去にご協

力をお願いします。



申
込
期
間

５
月
１
日
〜
８
月
31
日

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
建

設
課
（
竜
王
庁
舎
）、
敷
島
庁
舎
お
よ
び

双
葉
庁
舎
の
各
地
域
課
に
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
用
紙
は
、
建
設
課（
竜
王
庁
舎
）、

敷
島
庁
舎
お
よ
び
双
葉
庁
舎
の
各
地
域

課
に
あ
り
ま
す
。

診
断
実
施

11
月
頃
か
ら

※
注
意

最
近
、
業
者
が
市
役
所
よ
り

委
託
（
依
頼
）
さ
れ
た
と
偽
っ
て
、
各
家

庭
を
訪
問
し
不
必
要
な
作
業
を
行
い
、

多
額
の
費
用
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
無
作
為
的
に
各
家
庭
を
訪

問
し
、
作
業
を
行
う
よ
う
な
業
務
委
託

（
依
頼
）
は
、
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
費
を
補
助
し
ま
す

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
す
る
人
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
の
は
、
市
の
木
造
住
宅

耐
震
診
断
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

が
総
合
評
点
0.7
未
満
「
倒
壊
の
危
険

あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を

補
強
す
る
た
め
に
行
う
耐
震
改
修
工

事
で
す

○
補
助
額
は
、
耐
震
改
修
工
事
費
（
精
密

診
断
や
補
強
計
画
等
を
含
む
）
の
２
分

の
１
以
内
、
か
つ
、
60
万
円
が
限
度

で
す

な
お
、
詳
し
く
は
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工

事
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

ふ
れ
あ
い
遊
び
で
お
子
さ
ん
と
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば
開
催
日

水
曜
日（
０
歳
〜
１
歳
半
対
象
）

金
曜
日（
１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象
）

時
間

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、

わ
ら
べ
う
た
な
ど

○
お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と（
座
談
会
）

子
ど
も
の
成
長
や
悩
み
、
子
育
て
の

情
報
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時

５
月
31
日
（
水
）
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ

ば
終
了
後
、
30
〜
40
分

テ
ー
マ
「
子
育
て
仲
間
を
み
つ
け
よ
う
」

※
お
子
様
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
愛
育

会
の
会
員
が
託
児
し
て
い
ま
す
。
受
付

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談

保
育
園
や
児
童
館
の
情
報
、
育
児
相

談
な
ど
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相

談
の
ほ
か
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員

登
録
受
付
中

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
（
短
期
間
、
軽

易
な
も
の
）
な
ど
育
児
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

依
頼
会
員

市
内
在
住
、
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員

市
内
在
住
、
子
ど
も
が
好

き
で
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預

か
っ
て
く
れ
る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
助
成
金
制
度
が

は
じ
ま
り
依
頼
会
員
は
よ
り
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

１
時
間
あ
た
り
２
０
０
円
の
助
成
、

１
日
に
つ
き
３
時
間
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

志
麻
の
湯
配
管
工
事
に
伴
う

休
館
日
の
お
知
ら
せ

神
明
温
泉
志
麻
の
湯
は
５
月
29
日（
月
）

か
ら
１
か
月
間
の
予
定
で
、
配
管
の
修

繕
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

休
館
と
な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
中
は
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、百
楽
泉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

神
明
温
泉
志
麻
の
湯

０
５
５
（
２
７
７
）
１
３
１
１

敷
島
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

甲
斐
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
甲
斐

市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
市
大
会
の
予
選
会
で
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
地
区
大
会
上
位
者
に
よ
る
市
大
会
で

「
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０

６
」
出
場
選
手
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

参
加
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
で
65

歳
以
上
の
人

申
し
込
み

社
会
福
祉
協
議
会
に
５
月

８
日
（
月
）
ま
で
（
期
日
厳
守
）

各
地
区
大
会
日
程

●
双
葉
地
区

５
月
15
日
（
月
）

※
雨
天
の
場
合
５
月
16
日
（
火
）

会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
竜
王
地
区

５
月
18
日
（
木
）

※
雨
天
の
場
合
５
月
19
日
（
金
）

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
敷
島
地
区

５
月
24
日
（
水
）

※
雨
天
の
場
合
５
月
25
日
（
木
）

会
場

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場

◎
市
本
大
会
は
６
月
15
日
（
木
）

※
雨
天
の
場
合
６
月
16
日
（
金
）

な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
は
別

途
依
頼
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
人
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

社
会
福
祉
協
議
会
（
敷
島
本
所
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

甲
斐
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甲
斐
市
高
齢
者
運
動
会

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高

齢
者
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
競
技

で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

６
月
７
日
（
水
）

※
雨
天
の
場
合
６
月
８
日
（
木
）

受
付

午
前
９
時
15
分
　

開
会
式

午
前
10
時

会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
で
65
歳
以

上
の
人

申
し
込
み

社
会
福
祉
協
議
会
に
５
月

22
日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
期
日
厳
守
）

な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
は
別

途
依
頼
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
人
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

社
会
福
祉
協
議
会
（
敷
島
本
所
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

第
２
回
甲
斐
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
参
加
者
募
集

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る

市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

５
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

受
付

午
前
９
時
試
合
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
28
日
（
日
）
に
延

期
し
ま
す
。

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
玉
幡
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
別

○
男
子
の
部

小
学
部
１
部
（
５
・
６
年
生
）、
小
学

部
２
部
（
４
年
生
以
下
）、
中
学
部
、
一

般
（
高
校
生
含
む
）

○
女
子
の
部

小
学
部
１
部
（
５
・
６
年
生
）、
小
学

部
２
部
（
４
年
生
以
下
）、
中
学
部
、
一

般
（
高
校
生
含
む
）

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料

小
・
中
・
高
生

５
０
０
円

一
般

１
、
０
０
０
円

表
彰

各
種
目
と
も
１
位
〜
３
位
ま
で

賞
状
、
賞
品
　
※
参
加
賞
あ
り

申
込
期
日

５
月
２
日
（
火
）
ま
で
に
左

記
ま
で
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
中
学
部
は
加
藤
先
生
（
竜
王
中
学
校
）

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

競
技
部
長
　
樋
口

０
５
５
（
２
７
７
）
９
３
０
０

第
２
回
甲
斐
市
民
テ
ニ
ス
大
会
・
春
の

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

市
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る
市
民
テ

ニ
ス
大
会
お
よ
び
春
の
テ
ニ
ス
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時

・
５
月
14
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、
女

甲
斐
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広
報
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●平成18年度公民館ふれあい講座
■受付開始…5月9日（火）午前９時から電話で受付（定員になり次第締切）
■受講対象者…市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人 ■受 講 料…無料（講座により教材費がかかります）

NO 講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費/持ち物

1 初心者の陶芸教室
土の練り方から、色のつけ方までみなさ
んも器作りに挑戦して見ませんか。場所
は、甲府西消防署南隣の陶芸教室です。

20人

全8回
6/6～9/19（第1・
3火曜日：8月は第
1・5）
AM9:30～11:30

人材バンク
有泉 陽夫他
陶寿会の皆さん

3,500円
エプロン、タオル

2 健康づくり体操
昨年度、シニア教室で好評だった体操を
全7回で開催します。ゆっくり、じっく
り体に優しい体操です。

20人

全7回
6/14～12/13
第2水曜日
AM10:00～正午

３B体操指導者
池田　裕子

タオル、上履き、
飲み物

■竜王南部公民館 ■申し込み・問い合わせは…竜王南部公民館 055（276）0711

■竜王北部公民館 ■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館 055（276）7511

NO 講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費

1 初心者陶芸教室 自分で作ったオリジナルな皿・コーヒーカ
ップ・湯呑みなど使ってみませんか。

20人

全12回
5/16～11月中旬
奇数火曜日
AM9:30～11:30 

リーダーバンク
渡辺 公男
他５名

4,000円
エプロン、雑巾、
粘土へら

■竜王中部公民館 ■申し込み・問い合わせは…竜王中部公民館 055（276）5782

NO 講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費

1
音の伝承教室
「甲斐の里に篠笛
の音を」

甲斐の里に素朴で温かく、繊細で澄んだ横
笛、基礎を学びます。童謡、叙情歌演奏が
目標。小学４年生以上なら誰でも。

15人

全10回
5/24～7/26
毎週水曜日
PM7:30～9:30

篠笛奏者
近本 留美子

笛は貸します
（笛の購入希望者は
2,000円）



子
シ
ン
グ
ル
ス

・
５
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

・
５
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

各
種
目
の
勝
者

※
ダ
ブ
ル
ス
は
１
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

会
場

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料

１
人
５
０
０
円
（
当
日
持
参
）

※
雨
天
中
止

◆
一
般
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
９
日
〜
６
月
６
日
（
毎
週
火

曜
日
・
計
５
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

◆
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
９
日
〜
６
月
６
日
（
毎
週
火

曜
日
・
計
５
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

◆
中
・
上
級
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
12
日
〜
６
月
９
日
（
毎
週
金

曜
日
・
計
５
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

場
所

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
師

市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

定
員

各
教
室
20
人

持
ち
物

硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ

申
込
期
日

大
会
お
よ
び
各
教
室
の
前

日
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
テ
ニ
ス
協
会
会
長
　
天
野
俊
之

０
９
０
（
３
３
３
８
）
３
４
５
３

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
心
者

や
シ
ニ
ア
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

５
月
19
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
（
計
４
回
）

午
後
８
時
〜
午
後
10
時

場
所

敷
島
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

募
集
定
員

20
名

持
ち
物

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

指
導
者

県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
指

導
員

申
込
締
切

５
月
18
日
（
木
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

平
成
18
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
・
甲
斐

市
・
中
央
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

市
陸
上
競
技
協
会
の
主
催
す
る
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
11
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

開
会
式

午
前
９
時
競
技
開
始

場
所

南
ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
総
合
公
園

陸
上
競
技
場

種
目

種
目
に
つ
い
て
は
多
数
あ
り
ま

す
の
で
大
会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格

県
内
在
住
者（
小
学
生
以
上
）

参
加
料

小
学
生
　
１
種
目
１
０
０
円
、

リ
レ
ー
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

中
学
生
以
上

１
種
目
５
０
０

円
、
リ
レ
ー
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

※
参
加
料
は
当
日
会
場
に
て
納
入
。

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
に

て
大
会
要
項
・
申
込
用
紙
を
受
け
取

り
５
月
22
日（
月
）ま
で
に
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

甲
斐
市
陸
上
競
技
記
録
会

市
陸
上
競
技
協
会
で
は
県
体
育
祭
り

代
表
選
考
会
を
兼
ね
た
陸
上
競
技
記
録

会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
競
技

開
始

場
所

南
ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
総
合
公
園

陸
上
競
技
場

種
目

種
目
に
つ
い
て
は
多
数
あ
り
ま

す
の
で
大
会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格

市
内
在
住
者（
小
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
に

て
大
会
要
項
・
申
込
用
紙
を
受
け
取

り
５
月
29
日（
月
）ま
で
に
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

親
子
の
遊
び
教
室

子
育
て
中
の
親
に
は
育
児
に
対
す
る

悩
み
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

甲
斐
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広
報
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日時 内容 講師 会場 定員
6月17日（土）午前10時～ 甲斐市の焼き物（1）市生涯学習文化課文化財担当　　大嶌正之 竜王北部公民館視聴覚教室 40人

担当課 工事名 工事場所（大字）工期（契約日～） 請負金額（円） 業者名

駅周辺整備室 竜王駅北通り線橋梁上部工工事(明許) 大下条地内 H18.10.31 102,375,000円（株）ピーエス三菱山梨営業所

7月 1 日（土）午前10時～ 甲斐市の焼き物（2）山梨県埋蔵文化財センター所長　末木　健 竜王北部公民館視聴覚教室 40人

●歴史講座
また今後、各分野別の講義や現地研修を予定しています。

■申し込み・問い合わせは…教育委員会生涯学習文化課文化財担当 0551（20）3658（月～金曜日午前9時～午後5時）

受付開始日

5月29日（月）
5月15日（月）

入札結果 

担当課 工事名 工事場所（大字）工期（契約日～） 請負金額（円） 業者名

駅周辺整備室 竜王駅東通り線道路新設工事(明許) 竜王新町・大下条地内 H18.9.29 47,775,000円 新光土木・龍王産業竜王駅東通り線道路新設工事（明許）共同企業体

平成18年3月14日　入札

平成18年3月23日　入札



の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
親

日
時

５
月
30
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
（
２
階
和
室
）

内
容

親
子
で
楽
し
め
る
遊
び
、
絵
本

紹
介
、
情
報
交
換

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

（
県
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
を
受
講
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
７
名
で

す
）

参
加
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

華
道
教
室

市
文
化
協
会
華
道
部
で
は
、
文
化
芸

術
の
浸
透
を
目
的
に
華
道
教
室
「
花
の
あ

る
暮
ら
し
」
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
敷

島
公
民
館
の
会
場
で
は
毎
月
第
一
土
曜

日
に
限
り
親
子
対
象
の
教
室
も
実
施
し

ま
す
。

対
象

甲
斐
市
在
住
の
人

日
時
・
会
場

５
月
第
３
週
〜
平
成
19

年
３
月

竜
王
北
部
公
民
館（
講
師
　
宮
澤
時
恵
）

毎
月
第
１
、
第
３
木
曜
日
　

午
前
10
時
〜
正
午

敷
島
公
民
館（
講
師
　
佐
藤
和
子
）

毎
月
第
１
、
第
３
金
曜
日
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

毎
月
第
１
土
曜
日
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
親
子
華
道
教
　

室
）

双
葉
公
民
館（
講
師
　
相
川
弓
子
）

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

各
会
場
と
も
先
着
15
名
、
計
45
名

申
込
期
限

５
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
各

会
場
講
師
に
電
話
申
し
込
み
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

費
用

受
講
料
無
料
。
た
だ
し
材
料
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
北
部
公
民
館
講
師
（
宮
澤
）

０
５
５
（
２
７
６
）
２
２
９
２

敷
島
公
民
館
講
師
（
佐
藤
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
８
９
９

双
葉
公
民
館
講
師
（
相
川
）

０
５
５
１
（
２
８
）
２
８
８
２

水
墨
画
講
座

市
文
化
協
会
水
墨
画
部
で
は
、
市
内

在
住
で
こ
れ
か
ら
水
墨
画
を
始
め
て
み

た
い
人
、
経
験
者
で
も
基
礎
か
ら
や
り

直
し
た
い
人
を
対
象
に
水
墨
画
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

日
時

６
月
〜
平
成
19
年
３
月
（
全
９

回
・
１
月
休
講
）
の
毎
月
第
２
火
曜
日
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
３
階
工
作

室
申
込
期
限

６
月
11
日
（
日
）

定
員

先
着
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

講
師

市
文
化
協
会
水
墨
画
部
役
員

費
用

受
講
料
無
料
。
た
だ
し
材
料

費
・
用
具
費
は
状
況
に
よ
り
個
別
に

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

０
５
５
１
（
２
８
）
２
７
４
６

小
林
（
時
間
帯
、
午
前
７
時
〜
９
時
、

午
後
７
時
〜
８
時
）

在
宅
介
護
者
の
た
め
の
講
習
会

市
で
は
、
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
介
護
者
の

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
、

介
護
を
し
て
い
て
一
人
で
悩
ん
だ
り
、

抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

専
門
家
の
話
を
聞
い
た
り
、
学
習
会

を
通
じ
て
介
護
す
る
人
・
さ
れ
る
人
に

と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
提
案

し
ま
す
。

講
師り

ほ
く
病
院
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
所
長
　
古
屋
秀
次
氏

(

社)

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の

会
　
山
梨
県
支
部
　
代
表
世
話
人

平
井
出
設
子
氏

対
象
者

市
内
在
住
で
在
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
人

日
時

５
月
22
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…

社
会
福
祉
協
議
会
（
竜
王
支
所
）

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
３

第
10
回
竜
王
北
部
ふ
れ
あ
い
発
表
会

会
場

竜
王
北
部
公
民
館

●
５
月
27
日（
土
）

展
示
発
表
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

パ
ン
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
　
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
押
し
花
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
５
月
28
日（
日
）

開
会
式
　
午
前
９
時
〜
９
時
30
分

舞
台
発
表
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

展
示
発
表
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

お
茶
席
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

パ
ン
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
　
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
押
し
花
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
　
　

古
雑
誌
の
販
売
　
午
前
10
時
〜
売
り
切

れ
次
第

ち
び
っ
子
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
（
リ
サ
イ
ク

ル
ク
ラ
フ
ト
お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
パ
ッ
チ
ン
カ
メ
ラ
」

「
ス
ト
ロ
ー
で
作
る
竹
と
ん
ぼ
」
受
付
は

当
日
会
場
に
て
（
定
員
20
人
）

参
加
費

無
料

対
象

幼
児
〜
小
学
生

持
ち
物

よ
く
洗
っ
て
乾
か
し
た
牛
乳

パ
ッ
ク
１
個

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

５
月
23
日
（
火
）
ま
で
「
油
絵
キ
ャ
ン

パ
ス
」
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
展
示

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

さ
つ
き
盆
栽
展
示
会

素
晴
ら
し
い
さ
つ
き
の
花
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…
文
化
協
会
盆
栽
部

０
５
５
（
２
７
７
）
０
４
０
７

無
料
法
律
相
談

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、

相
談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

５
月
12
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

６
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

八
巻
力
也
弁
護
士

申
込
受
付

５
月
10
日
（
水
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ

る
予
約
制
で
す
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
丸
の
内
１-

８-

５
県
民
情
報
プ

ラ
ザ
２
階

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事
務
所

甲
府
市
酒
折
２-

４-

５

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０
　

平
成
18
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種（
税
務
）試
験
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

●
受
験
申
込
書
の
交
付
・
受
付

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
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●ふれあいロビーコンサート（無料）
「美しい女声の響き～心を込めて花束を～」
日時 ５月14日（日）午後２時開演
出演 女声合唱「萠」

●親子で楽しむ映画の集い
「子ぎつねヘレン」
日時 ６月11日（日）午後１時30分開場　

午後２時上映開始
入場料 親子ペア1,000円　大人700円　小人500円

●ＮＨＫラジオ番組「ラジオ深夜便のつどい」公開収録
観覧ご希望の人は、次の要領でお申し込みください。
日時 ７月１日（土）午後１時開場　午後１時30分開演予

定（終演予定午後４時）
主催 ＮＨＫ甲府放送局、（財）ＮＨＫサービスセンター、

甲斐市
出演 １部　講演会「こころの時代」

２部 「アンカーを囲むつどい」アンカー…加賀美幸
子、国井雅比古

司会 高橋秀和アナウンサー（ＮＨＫ甲府放送局）
放送予定　９月22日（金）午後11時20分～翌朝５時〈ＮＨ
Ｋラジオ第１〉
観覧方法
入場希望の人は往復ハガキに必要事項を記入の上お申し込
みください。後日、入場整理券を返信します。（入場無料）
＜記入事項＞
往信用裏面・・・①郵便番号②住所③名前④電話番号
返信用表面・・・①郵便番号②住所③名前
＜あて先＞
〒407-0105甲斐市下今井230
甲斐市双葉ふれあい文化館
締め切り　６月15日（木）必着
※入場整理券１枚で１名入場できます。
※応募多数の場合は抽選になります。

●宝くじ文化公演「レニングラード国立バレエ」
～華麗なるクラシックバレエ・ハイライト～
日時 ７月20日（木） 午後６時開場　午後６時30分開演
入場料 一般3,000円　高校生以下2,000円　全席指定
（宝くじの助成により、通常料金の約半額となっておりま
す）
（未就学児の同伴、入場はお断りいたします）
※チケットはふれあい文化館事務室の他、各プレイガイド
で５月10日（水）から販売を開始いたします。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660



交
付
期
間

５
月
８
日
（
月
）
〜
６
月
27

日
（
火
）
※
土
日
を
除
く

交
付
場
所

甲
府
税
務
署

受
付
期
間

６
月
20
日
（
火
）
〜
６
月
27

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
を
除
く

第
１
次
試
験

９
月
３
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
税
務
署
総
務
課

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１
　

山
梨
県
警
察
官
採
用
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

◆
警
察
官
Ａ（
平
成
19
年
４
月
採
用
　
第
２

回
目
）

採
用
予
定
人
員

男
性
26
名
程
度
　
男
性
武

道
指
導
２
名
程
度
　
女
性
２
名
程
度

◆
警
察
官
Ｂ（
平
成
19
年
４
月
採
用
）

採
用
予
定
人
員

男
性
18
名
程
度
　
女
性
２

名
程
度

受
付
期
間

７
月
26
日（
水
）〜
８
月
25
日（
金
）

※
電
子
申
請
は
８
月
18
日
（
金
）
ま
で

第
１
次
試
験
日

９
月
17
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
・
採
用
試
験
案
内
請
求
先
…

山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当

０
５
５
（
２
３
５
）
２
１
２
１
（
代
表
）

山
梨
県
下
各
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http：
//w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/police

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
時

６
月
７
日
（
水
）
・
８
日
（
木
）

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

会
場

山
梨
県
自
治
会
館

（
甲
府
市
蓬
沢
１
ー
15
ー
35
）

定
員

１
８
０
人（
定
員
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

３
、
５
０
０
円

受
付

５
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課
　
　

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

竜
王
青
葉
を
み
る
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

在
宅
で
の
生
活
や
療
養
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
な
ど
を
５
月
の
自
然
の
息
吹

を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
野
外
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
、
こ
の
参

加
者
の
お
世
話
を
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

５
月
21
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

募
集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
高
校
生
以
上
）

申
込
締
切

５
月
９
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
共
立
診
療
所
（
内
田
）

０
５
５
（
２
７
９
）
８
６
１
１

「
正
し
く
知
ろ
う
　
認
知
症
と
排
尿
障
害
」

精
神
科
医
、
泌
尿
器
科
医
、
認
定
介

護
師
等
に
よ
る
認
知
症
や
高
齢
者
の
泌

尿
器
障
害
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
、
実

際
の
介
護
に
活
か
す
考
え
や
手
法
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時

６
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

県
立
文
学
館
大
講
堂

参
加
費

無
料

主
催

N
PO

法
人
山
梨
排
泄
問
題
を
考
え

る
会
　
０
５
５
（
２
７
３
）
９
６
４
３

「
川
を
き
れ
い
に
」

〜
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
〜

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
期
間

は
、
平
成
18
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
６
月
30
日
ま
で
、
お
願
い
す
る
河
川

は
、
富
士
川
お
よ
び
笛
吹
川
で
す
。

応
募
資
格

山
梨
県
内
も
し
く
は
静
岡

県
内
に
在
住
し
、
富
士
川
お
よ
び
笛

吹
川
付
近
（
お
お
む
ね
５
ｋ
ｍ
以
内
）

に
住
む
20
歳
以
上
の
人

謝
礼

実
費
程
度

応
募
期
限

５
月
31
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
道
路
国
道
事
　

務
所
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

０
５
５
（
２
５
２
）
８
８
８
８
　

０
５
５
（
２
５
２
）
８
８
９
１

「
守
ろ
う
　
電
波
の
ル
ー
ル
」

６
月
１
日
か
ら
10
日
は
、「
電
波
利
用

保
護
旬
間
」
で
す
。
安
全
で
豊
か
な
社
会

の
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
関
東
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
、
妨
害

０
３
（
５
５
６
２
）
７
５
５
５

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

０
３
（
５
２
２
０
）
５
６
９
０

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
相
談

０
３
（
５
２
２
０
）
５
６
９
３

部
　
長

昇
任

議
会
事
務
局
長
（
図
書
館
長
）
植
松
芳
俊

水
道
局
長
（
企
画
課
長
）
鶴
田
陽
一

配
置
換

企
画
部
長
（
議
会
事
務
局
長
）
伊
藤
知
治

総
務
部
長
※
竜
王
支
所
長
兼
職
（
企
画
部

長
）
保
延
博

課
　
長

昇
任

市
民
部
保
険
課
長
（
市
民
部
保
険
課
）
金
丸

治
子
　
福
祉
保
健
部
福
祉
課
長
（
企
画
部

財
政
課
）
金
丸
博
　
都
市
建
設
部
緑
化
推

進
課
長
（
総
務
部
総
務
課
）
今
村
親
弘
　
都

市
建
設
部
玉
幡
公
園
管
理
課
長
（
都
市
建

設
部
都
市
計
画
課
）
服
部
秀
穂
　
竜
王
支

所
地
域
課
長
（
市
民
部
保
険
課
）
横
森
栄
子

水
道
局
業
務
課
長
（
市
民
部
税
務
課
）
小
宮

山
俊
彦
　
竜
王
中
央
保
育
園
長
（
竜
王
中

央
保
育
園
）
志
村
里
枝
　
竜
王
東
児
童
セ

ン
タ
ー
館
長
（
竜
王
南
保
育
園
）
大
森
智
恵

美
　

配
置
換

企
画
部
企
画
課
長
（
総
務
課
長
）
小
田
切
義

夫
　
総
務
部
総
務
課
長
（
税
務
課
長
）
藤
田

広
子
　
総
務
部
人
事
課
長
（
緑
化
推
進
課

長
）
土
屋
哲
夫
　
市
民
部
税
務
課
長
（
竜
王

支
所
地
域
課
長
）
花
形
保
彦
　
福
祉
保
健

甲
斐
市
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誌
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平
成
18
年
度
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
け

で
、
１
６
１
人
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
人

事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
退
職
に

つ
い
て
は
、
３
月
31
日
付
け
発
令
で
す
。

（

）
内
は
旧
所
属

職
員
人
事
異
動



部
健
康
増
進
課
長
（
福
祉
課
長
）
河
野
文
彦

都
市
建
設
部
駅
周
辺
整
備
室
長
（
工
務
課

長
）
小
宮
山
努
　
敷
島
支
所
地
域
課
長
（
保

険
課
長
）
湯
本
和
仁
　
双
葉
支
所
地
域
課

長
（
人
事
課
長
）
輿
石
辰
也
　
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
駅
周
辺
整
備
室
長
）

鈴
木
澄
雄
　
教
育
委
員
会
図
書
館
長
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
小
澤
久
生
　
水
道
局

工
務
課
長
（
業
務
課
長
）
猪
股
兼
幸
　
松
島

保
育
園
長
（
双
葉
西
保
育
園
長
）
杉
浦
克
美

竜
王
北
保
育
園
長
（
竜
王
東
保
育
園
長
）
金

丸
松
江
　
竜
王
西
保
育
園
長
（
竜
王
北
保

育
園
長
）
古
屋
明
美
　
竜
王
東
保
育
園
長

（
松
島
保
育
園
長
）
秋
山
教
子
　
双
葉
西
保

育
園
長
（
竜
王
西
保
育
園
長
）
茅
野
あ
や
子

採
　
用

市
民
部
市
民
課
　
山
本
育
美
、
市
民
部
税

務
課
　
西
川
健
太
、
都
市
建
設
部
都
市
計

画
課
　
堤
　
光
、
教
育
委
員
会
図
書
館

米
倉
直
美

退
　
職

稲
垣
善
雄（
収
入
役
）
米
山
昇（
総
務
部
長
）

樋
口
勝
征
（
水
道
局
長
）
久
保
田
友
子
（
健

康
増
進
課
長
）
保
延
源
吾
（
敷
島
支
所
地

域
課
長
）
金
丸
慶
子
（
玉
幡
中
学
校
）
春

澤
明
子
（
玉
幡
中
学
校
）
保
坂
秀
子
（
竜
王

北
中
学
校
）
岡
田
静
子
（
敷
島
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）
小
林
松
男
（
双
葉
支
所
地
域

課
長
）
中
込
純
子
（
竜
王
東
児
童
セ
ン
タ

ー
館
長
）
依
田
よ
し
子
（
竜
王
中
央
保
育

園
長
）
中
嶋
と
し
江
（
竜
王
東
保
育
園
）

鈴
木
芳
美
（
竜
王
西
児
童
館
）
米
山
宗
久

（
子
育
て
支
援
課
）
土
肥
奈
緒
美
（
松
島
保

育
園
）
清
水
慎
子
（
竜
王
中
央
保
育
園
）

併
任
解
除

派
遣
期
間
満
了
（
山
梨
県
）

村
松
義
郎
（
福
祉
課
・
査
察
指
導
員
）
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悪質商法にご注意
悪質商法とは、言葉巧みに消費者を勧誘し、高額な商品やサービスを売りつけ

る販売方法です。最近では、
○電話を利用して高額商品等の契約を結ぶ電話勧誘商法
○コンピュータ・ネットワークを利用した詐欺事犯
○安売りや講習会を名目に人を集め、その場の雰囲気で強引に高額商品の契約を
結ばせる催眠商法

などが増加し、社会問題となっています。悪質商法の被害に遭わないために、次
のことに注意して、賢い消費者としての知識を身につけましょう。
○「儲かりますよ」の言葉には絶対に乗らない。
○いらない時は、はっきりと「いりません」○説明内容は書面で確認を
○相手がしつこく勧誘するときは「１１０番通報」
また、「うっかり契約してしまい後悔している。解約したい」時は、クーリング

オフ制度もあります。うまい話には必ず裏があります。大切な財産を守るのはあ
なた自身です。

けん銃等違法銃器の根絶
けん銃等を使用した犯罪が全国的に多発しています。平成17年中は、393件と

前年より83件減少しているものの依然として数多くの事件が発生しており、その
内訳は、殺人が24件、強盗が111件、その他258件となっています。
暴力団の対立抗争によるけん銃発砲事件など、検挙された事件の約64％は暴力

団が関係するものです。しかし、一方で、暴力団と関係のないと思われる一般市
民の生活の場所で市民に向けてけん銃を使用した凶悪事件も目立ってきています。
また、昨年、強力なエアーガンで車などを狙い撃ちした事件があったことは記憶
に新しいところです。
暴力団抗争の巻き添えとなる事件のほか、直接、銃口が市民生活や企業活動に

向けられる事が多くなっているのです。
安全で住み良い山梨を実現することは、県民すべての願いです。違法な銃器や

銃器使用犯罪を根絶するためには、県民のみなさんの理解と協力が不可欠です。
身近なところでけん銃を見たり、話を聞いたり、けん銃等に関する情報がありま
したら、最寄りの警察署、交番、駐在所または
銃器１１０番　　０５５（２３１）１０７４「じゅうなし」までお寄せください。

行楽期の交通事故防止
周囲の木々も新緑に覆われ、県内外の行楽地へとドライブするには絶好の季節

となりました。
昨年、春の連休時(４月28日～５月８日までの11日間)における県内の交通事

故は、発生件数133件、負傷者165人となっています。
交通事故の主な原因は、・安全不確認によるもの47件（全体の35.3％）・前方

不注視によるもの40件（全体の30.1％）と、漫然運転によるものがその大半を占
めています。これらの交通事故を防止するためには、
○話や景色に夢中になるあまり、前方への注視を怠ってしまうことのないように
注意をする。

○時間にゆとりを持った計画を立てるとともに、ドライブ中、２時間に１回は休
憩をとる。

○交差点を通過する際や各種施設から道路へ出入りする場合には、安全確認を確
実に行う。

○シートベルトやチャイルドシートの正しい着用を徹底する。
など、交通ルール、運転の基本や交通マナーを守ることが大切です。



家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。

◎玉幡中学校北側の市有地
日程 5月は次の日を休みとさせてい
ただきます。
毎週金曜日、祝日（3.4日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程 5月は次の日を休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（5日）

受入時間 午前9時～正午、午後1時～午後4時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のも
のに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物および草・竹等は受入しませんので注意し
てください。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限り
無料で差し上げています。せん定枝受け入れ時間
中であればいつでも取りに来ていただいて結構で
す。希望する人は、チップを入れる袋などを持っ
て、係員の指示に従ってください。

平成18年5月から、敷島地区全域で区域割がなく
なりました。浄化槽の清掃（汲み取り）は次の2
業者です。
敷島三友衛生社　 055（277）3342
（有）敷島陸送　　 055（277）2251

ゴミの量をなるべく増やさないように、また資
源としてリサイクルできるように、ペットボトル
は使用後に容易に分別回収できるように識別のた
めの表示を行うべき製品に指定され、ラ
ベルなどに、識別表示マークが付けられ
ています。
ペットボトルをリサイクルに出すときには、こ

のマークを必ず確かめてから出してください。飲
料、しょうゆ、酒用のペットボトルのラベル部分

やボトルの底にこのマークが付い
ています。
ペットボトルをリサイクルに出

すには、これらの表示を確認し、
各地区で行っている資源（有価）物
収集等に出してください。

ペットボトルの排出ルール
①キャップを必ずはずしてください。（取り外しに
くいしょうゆボトルの中栓やキャップを外した
後に残るリングなどは無理に取る必要はありま
せん。そのまま排出してください）

②ラベルを、はがしてください。（つぶすとラベル
がはがしやすくなります）

③水で中を軽くすすいでください。（飲みかすや残
量がないよう軽くすすいで水切りをしてくださ
い）

④押しつぶしてから出してください。（なるべく多
くのペットボトルを収集コンテナに入れるため、
足などでつぶしてください）

※汚れのひどいものタバコの吸い殻を詰めたもの、
薬剤を詰めて使用したもの、ボトルのまわりを着
色したりテープを貼り付けたものはリサイクルで
きません。

今年も雑草の繁茂する季節になりました。空き
地等の雑草をそのままに放置しておきますと、ご
みを捨てられたり害虫が発生したり、また冬期に
は火災の原因になったり、知らず知らずのうちに
近隣住民の迷惑となります。
空き地等の所有者（管理者）は、自分の土地は自

分の目で定期的に点検し、早めの雑草の除去、捨
てられたごみの撤去など清潔に管理するように心
がけてください。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

せん定枝粉砕処理

敷島地区のし尿浄化槽清掃業者の
区域割がなくなりました

ペットボトルのリサイクル

あなたの土地は、清潔に管理されていますか

ペットボトルって何でしょう…ＰＥ
Ｔボトルの原料は、ポリエチレンテ
レフタレートと呼ばれる樹脂。
英 語 で P O L Y E T H Y L E N E
TEREPHTHALATEと書くため、その
頭文字をとってＰＥＴと呼んでいる
のです。
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●乳幼児予防接種について
集団予防接種は混雑を避けるため会場を分けていますが、都合のつかない場合は

他の会場で受けることも可能です。

集団予防接種受付時間　竜王保健福祉センター　午後１時30分～２時30分

敷島保健福祉センター　午後１時 ～２時50分

双葉保健福祉センター　午後１時30分～２時30分

＊　麻しん風しん混合予防接種の予診票は、各医療機関に設置してあります。

＊　日本脳炎予防接種については平成17年5月30日より引き続き積極的勧奨を差し控えます。

●平成18年４月１日から麻しん、風しんの予防接種方法および対象者が変更になりました。
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、４月より麻しん・風しん予防接種が混合ワクチ

ンとなり、接種回数も２回接種となります。対象年齢については、第１期（１回目）12か月から24か月未
満の人、第２期（２回目）５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの人（いわゆる年長児）です。
既に麻しん及び風しん予防接種を１回ずつ接種している人は、あらためて接種する必要はありません。

＊両方接種しておらず、第２期の接種対象年齢にある人は第２期の対象となります。

予防接種指定医療機関

1

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666

双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

新しい制度での対象者 
接　　種　　歴 

麻しんのみ接種している人 
風しんのみ接種している人 
麻しん、風しん両方とも接種している人 

麻しん、風しん両方とも未接種の人 

第１期（1回目） 
× 
× 
× 

12か月～24か月未満の人 ○ 
24か月以降の人 × 

第２期（２回目） 
× 
× 
× 

5歳以上７歳未満で就学1年前から就学前日までの人 ○ 
７歳以上の人 、小学校に就学した人 × 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響ヶ丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227
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●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時

持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健診のみ）、歯

ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　＊普段使用しているもの）

◎午前中の受付は致しません。

※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：5月15日（月）竜王保健福祉センター

5月23日（火）敷島保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。

受　付 午後1時15分～1時30分（教室　午後1時30分～4時頃）

持ち物 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、お茶等を持参してください。

◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイ

ズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプ
アップへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してく

ださい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 5月12日（金） H17．7 月生 竜王保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 5月24日（水） H17．11月生 敷島保健福祉センター 
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発 行 時 間  
場 所  
持 ち 物  

開庁時間（午前８時30分～午後５時15分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
マタニティービクス 
（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師 

実施月日 
5月17日（水） 

午前9時30分～正午 

対　　象 
甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 
敷島保健福祉センター 

内　　　容 
第４課　歯科教室 

（歯科衛生士、保健師） 
第５課　お産のリハーサル 

（助産師、保健師） 
第６課　赤ちゃんを迎える準備 
　　　　教室 （保健師） 

実施月日 
5月8日（月） 
午前9時30分～正午 
5月15日（月） 
午前9時30分～正午 
5月22日（月） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
甲斐市に在住する 
5か月過ぎの妊婦 
 
甲斐市に在住する 
8か月過ぎの妊婦 
 

実施場所 

竜王保健福祉センター 

持参するもの 
母子健康手帳、筆記用具 
 
＊第4課 
普段使用している歯ブラシ 



●人間ドック受診申し込み
申込期間 5月1日（月）

～5月12日（金）
対 象 者 40歳以上の人
＊社会保険本人は対象外です。
申込場所　健康増進課（敷
島庁舎１階）、竜王支所地域
課（竜王庁舎１階）、双葉支

所地域課（双葉庁舎１階）
申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。

受診券を発行します。
申し込みの際に委託医療機関から受診医療機
関を選んでいただきます。

＊ 総合健診申込書とは別に申請が必要です。
料　　金 委託医療機関によって受診料が異なり

ます。市では、検査項目により次のとおり金
額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、又は乳がん検査（マンモグ
ラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラ
フィー検査）
両方含む人は、33,000円

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府
共立病院総合健診センター、甲府市医師会健康管
理センター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康
管理センター、中沢クリニック、竜王リハビリ
テーション病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、
石和温泉病院クアハウス石和

＊ 申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受
付します。

＊ 医療機関への受診予約は、受診券の発行後にな
ります。

●健診受診調査および総合健診申し込みについて
平成18年度、市では総合健診を実施します（５

月～９月実施予定）。
健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」
を各世帯に送付します。申込書が届きましたら、
必ず全員（19歳以上の人）記入し、提出期日までに
同封されている返信用封筒にて健康増進課まで送
付してください。
＊「健診受診調査及び総合健診申込書」は総合健
診の実施時期にあわせ送付しますので、地区ご
と送付時期が異なりますが、ご了承ください
（３月～5月送付予定）。
＊ 子宮がん検診においても「健診受診調査及び総
合健診申込書」にて申し込みを受け付け、受診

券は後日送付します。
＊ 双葉地区、竜王地区については４月までに「健診
受診調査及び総合健診申込書」を発送しました。
敷島地区につきましては５月中旬発送予定です。

＊ 転入等により「健診受診調査及び総合健診申込
書」が届いていない人はお問い合わせください。

●運動教室
生活習慣病予防のため、ご自身の生活改善をし

たいと思っている人を対象に次の日程で運動教室
を実施します。
対象者 高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など何らか

の異常があり運動の必要な人、各健康教室
終了者（糖尿病教室、ヘルシー教室等）で引
き続き食事、運動等の相談を希望される人

内　容 軽運動、健康相談
日　時 5月17日（水）午後1時30分～3時
場　所 双葉保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。

●個別運動指導の実施について
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運

動をおこなうための、健康運動指導士による運動
プログラム作成及び実践指導を行います。運動器
具等を使っての安全で適切な指導をします。
日　時 5月10日・24日（水）

午後3時45分～4時30分
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要
持ち物 運動靴、運動のできる服装

予約制となりますので、希望日をご連絡
ください。

■問い合わせは…
敷島保健福祉センター　 055（277）7311

●救急医療　まずは連絡してから…
（竜王・敷島地区）
○救急医療センター　 055（226）3399
夜間救急診療　毎日午後7時～午前7時
応需医療機関の検索、紹介　24時間対応

○歯科救急センター　 055（220）1199
夜間歯科救急診療　日曜、祝日の午後5時～11時

○救急調剤センター　 055（236）5200
夜間救急調剤　毎日午後7時～11時
医療品の情報提供等　毎日午前9時～午後5時

○精神科救急医療相談　 055（254）3119
平日　午後5時15分～9時15分、土・日・祝日

午前11時～午後7時30分
（双葉地区）
○峡北消防本部　 0551（22）3311
○山梨県救急医療情報センター 055（224）4199

2

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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5
水 木 金 土 

 

●休館日 
 

●野菜即売会 
　午前８：３０　JA玉幡 
●市民相談 
　午後１:３０～４:００  
　竜王南部公民館 
●家庭相談室定例相談会 
　午後１:３０～３:３０ 
　敷島庁舎福祉相談室 
 

 

●休館日 
 

●野菜即売会 
　午前８：3０　JA玉幡 
●行政相談 
　午後１:３０～４:００  
　敷島総合文化会館 

●休館日 
 
  
 

●いきいき健康教室 
　午前１１:３０～正午
百楽泉多目的ホール 

●無料法律相談（予約制） 
　午後１:００～４:００  
　竜王北部公民館 

●青空市場 　　　　　
午前９：００　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後２：００　吉沢農協 

●休館日 
 
  
 

●いきいき健康教室 
　午後１:００～１:３０ 
　志麻の湯ことぶきセ
ンター 

●青空市場 　　　　　
午前９：００　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後２：００　吉沢農協 

●休館日 
 
  
 

●いきいき健康教室 
　午前１１:３０～正午 
　百楽泉研修室 
●６月分学校体育施設・
７月分社会体育施設
開放随時受付開始 

  
 

●青空市場 　　　　　
午前９：００　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後２：００　吉沢農協 
●竜王北部ふれあい発表
会（展示） 午前９：００
竜王北部公民館 

●休館日 
●固定資産税全期前納（後期）
納期限 

●固定資産税第１期納期限 
●国民健康保険税第１期納期
限 

●野菜即売会 午前８：３０ 　
JA玉幡 

●市民相談　　　　　　　　
午後１:３０～４:００  

　竜王北部公民館 

●青空市場 　　　　　
午前９：００　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後２：００　吉沢農協 
●　こどもの日のイベント 
　（双葉）午前１０：３０～午前 
　１１：３０（敷島）午後２：００～
午後３：４５（Ｐ２４参照） 

　3日　憲法記念日  
　5日　こどもの日 
　　　　児童福祉週間（～11日）  
　7日　看護週間（～13日）  
　12日　看護の日  
　22日　春の行政相談週間（～28日）  
　31日　世界禁煙デー 
　　　 　禁煙週間（～6月6日） 
 

●一般予定● 
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31
凡例 

●野菜即売会 
　午前８：3０　JA玉幡 
●市民相談 
　午後１:３０～４:００  
　双葉公民館 
●　　障　　無料開放 
　（詳細は左上記事参照） 
 
　 

 

 

●　　こどもの日のイベ
ント（竜王）　　　　　
午前１０：３０～午前１１：
３０（Ｐ２４参照）　 

13

6
●休館日 
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5
日 月 火 

●休館日 
 

 
●６月分学校体育施設一
斉開放受付　 

　午後７：００ 双葉公民館 
●７月分社会体育施設一
斉開放受付　 

　午後８：００ 双葉公民館 
 

●休館日 
 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前９：００　JA竜王 
●介護保険料第１期納期
限 
 

●いきいき新緑まつり 　　 
　午前９：００　　　　　　
敷島総合公園他 

●花の苗プレゼント 
　（Ｐ２３参照） 
●市民テニス大会　　　　
午前８：３０　　　　　　
西八幡テニスコート 

　 

 

ＭＡＹ 

 ●休館日 
 

●固定資産税全期前納
（前期）納期限 
 

 
 

●休館日 
 

●休館日 
 
 

●休館日 
 
  
 

●休館日 
 
  
 

●市民テニス大会 　　
午前８：３０　　　　　
西八幡テニスコート 

●休館日 
 
  
 

●支部対抗球技大会 
　午前７：３０　釜無川スポー
ツ公園、敷島体育館他 
●市民テニス大会　　　
午前８：３０　西八幡テ
ニスコート 

●竜王北部ふれあい発表
会（展示・舞台発表）　
午前9：００　竜王北部公
民館 

●休館日 
 
  
 

●市長杯争奪ソフトテニス
大会　午前８：３０　　　
釜無川スポーツ公園テニ
スコート他　 

  　Ｔｏｐｉｃｓ　 
　　４月２９日にオープンし
たＫａｉ・遊・パークでは、５月
２４日以降の毎月第２・４水
曜日の午後１時から５時まで、
次の方は利用料が無料とな
ります。お気軽にご利用くだ
さい。 

　 
　　市内在住で障害のある方 
　　市内在住で満６５歳以上
　の方 
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※　志麻の湯は改修工事
のため、５月２９日から
１か月間休館の予定です。 
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